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学習指導要領改訂の背景

よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を作るという目標を学校と社会が共有して実現
社会や産業の構造が変化し、質的な豊かさが成長を支える成熟社会に移行していく中で、私たち人間に求められる

のは、定められた手続を効率的にこなしていくにとどまらず、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創って
いくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかを考え、主体的に学び続けて自らの能力を引き出し、
自分なりに試行錯誤したり、多様な他者と協働したりして、新たな価値を生み出していくことであるということ、そ
のためには生きて働く知識を含む、これからの時代に求められる資質・能力を学校教育で育成していくことが重要で
あるということを、学校と社会とが共通の認識として持つことができる好機にある。

人工知能が進化して、
人間が活躍できる職業は
なくなるのではないか。

今学校で教えていることは、
時代が変化したら

通用しなくなるのではないか。

学校教育のよさをさらに進化させるため、学校教育を通じて子供たちが身に付けるべき資質・能力や
学ぶべき内容などの全体像を分かりやすく見渡せる「学びの地図」として、学習指導要領を示し、幅広
く共有
・これからの時代に求められる知識や力とは何かを明確にし、教育目標に盛り込む。これにより、子供が学びの意義
や成果を自覚して次の学びにつなげたり、学校と地域・家庭とが教育目標を共有してカリキュラム・マネジメントが
実現しやすくなる。

・生きて働く知識や力を育む質の高い学習過程を実現するため、各教科における学びの特質を明確にするとともに、
授業改善の視点（「アクティブ・ラーニングの視点」）を明確にする。これにより、教科の特質に応じた深い学びと、
我が国の強みである「授業研究」を通じたさらなる授業改善が実現する。

子供たちに、情報化やグローバル化など急激な社会的変化の中でも、
未来の創り手となるために必要な資質・能力を
確実に備えることのできる学校教育を実現する。
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主体的 対話的 深 学
視点 学習過程 改善

主体的な学び

深い学び
対話的な学び

新 時代 必要 資質 能力 育成 学習評価 充実

新 時代 必要 資質 能力 踏
教科 科目等 新設 目標 内容 見直

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

学習指導要領改訂 方向性

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質･能力を育成
知識の量を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の
新設など
各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢ ｣の実現

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養
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今後の学習指導要領改訂に関するスケジュール（現時点の進捗を元にしたイメージ）

２６年度
（2014）

２７年度
(2015）
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(2016）
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(2017）
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使用開始教科書検定 採択・供給

３２年度～全面実施移行期間

使用開始教科書検定 採択・供給

使用開始教科書検定 採択・供給

移行期間

移行期間

３３年度～全面実施
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・26
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・26

周知・
徹底 ３０年度～全面実施
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外国語教育 関 現状

外国語教育の現状・課題

・小学校５,６年生の72.3％、中学１年生の60.2％が「英語の授業が好き」と回答。 【H26年度小学校外国語活動実施状況調査】
・高校３年生の54.9％が「英語の学習が好きではない」と回答。【H27年度英語教育改善のための英語力調査】
・生徒の英語力について、４技能全般，特に「話すこと」と「書くこと」の能力が課題。高校３年生はCEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）Ａ１

（英検３～５級程度）の上位～Ａ２（英検準２級程度）の下位レベルが多い。 【H27年度英語教育改善のための英語力調査】

①学年が上がるにつれて英語の学習意欲に課題。４技能、特に発信能力（話す、書く）に課題。

・「エッセイなど、ある程度まとまりのある文章を書くことができている、ほぼできている」と回答した中学２年生の割合：33.6％
・「ディベートやディスカッションをすることができている、ほぼできている」と回答した中学２年生の割合：20.7％
・授業における言語活動の指導状況について、「よく行う、時々行う」と回答した中学校外国語科担当教員の割合：スピーチ：56.6％、

プレゼンテーションやスキット（寸劇）：36.0％、ディベート、ディスカッション：34.7％
【H26年度小学校外国語活動実施状況調査】

④自分の意見や考えを話したり書いたりすることができていると考える生徒の割合が低く、 また
そのような指導をしていると考える教員の割合も低い

・４技能を効果的に活用した統合型の言語活動が十分ではない。特に、聞いたり読んだりしたことに基づいて英語で話し合ったり
意見交換をしたりする経験（41.8％）があると回答した高校３年生の割合は少ない。
一方、試験結果が高い生徒（高校３年生）ほど、統合型の言語活動を行っている割合が高い。 【H27年度英語教育改善のための
英語力調査】※（ )内の数値は、高校３年生が第２学年のときに「よくしていたと思う、どちらかといえばしていたと思う」と回答した割合。

⑤「読んだ内容に基づいて書く」など統合型の言語活動を行っている生徒ほどスコアが高い

・中学１年生の約８割が、小学校で「英単語・文を読む」「英単語・文を書く」ことをもっとしておきかったと回答。
【H26年度小学校外国語活動実施状況調査】

・小中連携したカリキュラムの作成に取り組んでいる中学校区の割合：13.6％
・中高連携に取り組んでいる学校の割合：29.7％ 【H27年度英語教育実施状況調査】

②小学校高学年で「読む」「書く」も含めた言語活動への知的要求が高まっている
③校種間の接続が十分とは言えない
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＜読むこと＞28問　（約32分） ＜聞くこと＞32問　（約18分）

CEFR 得点 人数 割合 人数 割合 CEFR 得点 人数 割合 人数 割合

A2 170 29,751 3.0% 30,695 3.1% A2 170 20,920 2.1% 27,896 2.9%

160 11,417 9,511 160 8,713 10,217

150 13,558 12,940 150 12,915 15,507

140 17,780 15,704 140 20,081 22,757

130 25,113 25,592 130 27,065 33,699

120 35,536 34,276 120 42,781 51,863

110 52,016 48,116 110 66,200 79,316

100 72,067 70,442 100 103,445 118,197

90 98,810 103,405 90 142,805 143,962

80 122,758 131,231 80 173,988 157,584

70 131,467 144,072 70 165,773 136,297

60 123,406 127,703 60 111,255 90,589

50 98,874 93,587 50 51,704 45,164

40 77,130 65,584 40 21,314 24,117

30 43,771 38,398 30 6,647 8,910

20 18,676 14,236 20 2,509 3,342

10 9,321 7,628 10 2,533 2,451

0 2,306 1,991 0 3,108 3,243

平均 82.6 83.4 平均 90.5 93.8

調査対象 983,756 975,192 調査対象 983,756 975,203

＜書くこと＞2問　（約25分） ＜話すこと＞3問　（対面約10分）
書くこと 平成27年度 平成28年度 話すこと 平成27年度

CEFR 得点 人数 割合 人数 割合 CEFR 得点 人数 割合 人数 割合

95 0 0 14 17,694 12,402

90 0 0 13 17,221 12,009

85 0 0 12 20,525 16,544

80 20 0 11 19,837 16,761

75 111 110 10 24,180 39,261

70 1,342 1,115 9 23,200 26,510

65 5,463 4,108 8 24,094 28,916

60 29,181 28,972 7 26,597 31,462

55 40,866 45,208 6 26,921 34,432

50 54,332 90,202 5 28,002 28,813

45 82,315 88,413 4 20,323 0

40 116,251 126,993 3 23,500 28,105

35 97,538 112,148 2 11,642 12,930

30 92,319 93,467 1 12,219 11,762

25 76,900 44,480 0 8,999 11,167

20 68,606 31,539 平均 7.4 6.7

15 26,999 71,686 調査対象 304,953 311,080

10 86,955 86,749 0点のみ 8,999 3.0% 11,167 3.6%

5 17,872 0

0 190,086 152,977

平均 28.5 31.3

調査対象 987,155 978,198

0点のみ 124,230 12.6% 152,977 15.6%

平成28年度

A2 0.1% 0.1%
A1 上位 32.6% 31.2%

A1 下位 67.4% 68.8%
A1 上位 43.1% 50.7%

A1 下位 56.7% 49.2%

21.9%

A1 
下位 79.8% 75.3%
A1 
下位

A1
上位 23.1% 22.2%
A1
上位 18.1%

73.9% 74.6%

平成28年度読むこと 平成27年度 平成28年度 聞くこと 平成27年度

【生徒全体のスコア分布(公立)】

○ 昨年度同様、4技能のバランスに課題がある。
・CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠) A1レベル上位以上の割合が「聞くこと：24.8％」「話すこと：31.2％」「読むこと：25.3％」「書くこと：50.8％」。
「聞くこと」 (+４.6ポイント)「書くこと」(+７.6ポイント)は昨年より微増。「読むこと」 (−０.８ポイント)「話すこと」 (−１.４ポイント)は昨年より微減。

○ 特に、「書くこと」の得点者はA１レベル上位以上の割合が50.8％と昨年より高いが、一方で、無得点者が15.6％と昨年度同等の傾向となっている。

平成28年度 「英語教育改善のための英語力調査（中学３年生対象）」生徒全体の英語力の傾向

※平成28年度のスコアは、平成27年度と共通の尺度にするため「等化」を行っている。(等化とは、同一の仕様に
基づいて開発される問題項目の内容が異なる複数のテスト間で、どのテストを受験しても結果が同じ尺度上の得点
で表現され、異なるテストの受験者間で得点を比較することを可能にする統計処理を指す)なお、「書くこと」
「話すこと」において、人数が表れていない得点帯があるが、これらは等化の結果、得点が小数点以下を含んだ状
態で算出され、度数分布を作成した際に出現しない得点帯があるためである。 5


公立

				＜読むこと＞28問　（約32分） ヨ モン ヤク フン																		＜聞くこと＞32問　（約18分） キ モン ヤク フン

				読むこと ヨ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								聞くこと キ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド

				CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				A2		170		29,751		3.0%		5057670		30,695		3.1%		ERROR:#REF!				A2		170		20,920		2.1%		3556400		27,896		2.9%		ERROR:#REF!

				A1
上位 ジョウイ		160		11,417		23.1%		1826720		9,511		22.2%		ERROR:#REF!				A1
上位 ジョウイ		160		8,713		18.1%		1394080		10,217		21.9%		ERROR:#REF!

						150		13,558				2033700		12,940				ERROR:#REF!						150		12,915				1937250		15,507				ERROR:#REF!

						140		17,780				2489200		15,704				ERROR:#REF!						140		20,081				2811340		22,757				ERROR:#REF!

						130		25,113				3264690		25,592				ERROR:#REF!						130		27,065				3518450		33,699				ERROR:#REF!

						120		35,536				4264320		34,276				ERROR:#REF!						120		42,781				5133720		51,863				ERROR:#REF!

						110		52,016				5721760		48,116				ERROR:#REF!						110		66,200				7282000		79,316				ERROR:#REF!

						100		72,067				7206700		70,442				ERROR:#REF!				A1 
下位 カイ		100		103,445		79.8%		10344500		118,197		75.3%		ERROR:#REF!

				A1 
下位 カイ		90		98,810		73.9%		8892900		103,405		74.6%		ERROR:#REF!						90		142,805				12852450		143,962				ERROR:#REF!

						80		122,758				9820640		131,231				ERROR:#REF!						80		173,988				13919040		157,584				ERROR:#REF!

						70		131,467				9202690		144,072				ERROR:#REF!						70		165,773				11604110		136,297				ERROR:#REF!

						60		123,406				7404360		127,703				ERROR:#REF!						60		111,255				6675300		90,589				ERROR:#REF!

						50		98,874				4943700		93,587				ERROR:#REF!						50		51,704				2585200		45,164				ERROR:#REF!

						40		77,130				3085200		65,584				ERROR:#REF!						40		21,314				852560		24,117				ERROR:#REF!

						30		43,771				1313130		38,398				ERROR:#REF!						30		6,647				199410		8,910				ERROR:#REF!

						20		18,676				373520		14,236				ERROR:#REF!						20		2,509				50180		3,342				ERROR:#REF!

						10		9,321				93210		7,628				ERROR:#REF!						10		2,533				25330		2,451				ERROR:#REF!

						0		2,306				0		1,991				ERROR:#REF!						0		3,108				0		3,243				ERROR:#REF!

						平均 ヘイキン		82.6						83.4										平均 ヘイキン		90.5						93.8

						調査対象 チョウサ タイショウ		983,756						975,192										調査対象 チョウサ タイショウ		983,756						975,203

						0点のみ テン		0		0.00%				1,991		0.2%								0点のみ テン		0		0.00%				3,243		0.3%



				＜書くこと＞2問　（約25分） カ モン ヤク フン																		＜話すこと＞3問　（対面約10分） ハナ モン タイメン ヤク フン

				書くこと カ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								話すこと ハナ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド

				CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				A2		95		0		0.1%		0		0		0.1%		ERROR:#REF!				A1 上位 ジョウイ		14		17,694		32.6%		247716		12,402		31.2%		ERROR:#REF!

						90		0				0		0				ERROR:#REF!						13		17,221				223873		12,009				ERROR:#REF!

						85		0				0		0				ERROR:#REF!						12		20,525				246300		16,544				ERROR:#REF!

						80		20				1600		0				ERROR:#REF!						11		19,837				218207		16,761				ERROR:#REF!

						75		111				8325		110				ERROR:#REF!						10		24,180				241800		39,261				ERROR:#REF!

						70		1,342				93940		1,115				ERROR:#REF!				A1 下位 カイ		9		23,200		67.4%		208800		26,510		68.8%		ERROR:#REF!

				A1 上位 ジョウイ		65		5,463		43.1%		355095		4,108		50.7%		ERROR:#REF!						8		24,094				192752		28,916				ERROR:#REF!

						60		29,181				1750860		28,972				ERROR:#REF!						7		26,597				186179		31,462				ERROR:#REF!

						55		40,866				2247630		45,208				ERROR:#REF!						6		26,921				161526		34,432				ERROR:#REF!

						50		54,332				2716600		90,202				ERROR:#REF!						5		28,002				140010		28,813				ERROR:#REF!

						45		82,315				3704175		88,413				ERROR:#REF!						4		20,323				81292		0				ERROR:#REF!

						40		116,251				4650040		126,993				ERROR:#REF!						3		23,500				70500		28,105				ERROR:#REF!

						35		97,538				3413830		112,148				ERROR:#REF!						2		11,642				23284		12,930				ERROR:#REF!

				A1 下位 カイ		30		92,319		56.7%		2769570		93,467		49.2%		ERROR:#REF!						1		12,219				12219		11,762				ERROR:#REF!

						25		76,900				1922500		44,480				ERROR:#REF!						0		8,999				0		11,167				ERROR:#REF!

						20		68,606				1372120		31,539				ERROR:#REF!						平均 ヘイキン		7.4						6.7				ERROR:#REF!

						15		26,999				404985		71,686				ERROR:#REF!						調査対象 チョウサ タイショウ		304,953						311,080

						10		86,955				869550		86,749				ERROR:#REF!						0点のみ テン		8,999		3.0%				11,167		3.6%

						5		17,872				89360		0				ERROR:#REF!

						0		190,086				0		152,977				ERROR:#REF!

						平均 ヘイキン		28.5						31.3

						調査対象 チョウサ タイショウ		987,155						978,198

						0点のみ テン		124,230		12.6%				152,977		15.6%







																																								200,000		←書式調整用 ショシキ チョウセイヨウ









																																200000





国立

				＜読むこと＞ ヨ																		＜聞くこと＞ キ

				読むこと ヨ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								聞くこと キ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド												読むこと ヨ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								聞くこと キ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド

				CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ										CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				A2		170		2,397		24.0%		407490		2,488		23.5%		ERROR:#REF!				A2		170		1,829		18.3%		310930		2,139		20.2%		ERROR:#REF!								A2		170		2397		0.2400360505		407490		2488		0.2345665045		ERROR:#REF!				A2		170		1829		0.183156419		310930		2139		0.2015927619

				A1
上位 ジョウイ		160		565		52.8%		90400		523		51.5%		ERROR:#REF!				A1
上位 ジョウイ		160		564		51.9%		90240		687		52.8%		ERROR:#REF!								A1
上位 ジョウイ		160		565		0.5277388344		90400		523		0.5149526719		ERROR:#REF!				A1
上位 ジョウイ		160		564		0.5193270579		90240		687		0.5279675793

						150		654				98100		640				ERROR:#REF!						150		678				101700		795				ERROR:#REF!										150		654				98100		640				ERROR:#REF!						150		678				101700		795

						140		693				97020		770				ERROR:#REF!						140		870				121800		906				ERROR:#REF!										140		693				97020		770				ERROR:#REF!						140		870				121800		906

						130		788				102440		828				ERROR:#REF!						130		961				124930		1,022				ERROR:#REF!										130		788				102440		828				ERROR:#REF!						130		961				124930		1022

						120		854				102480		821				ERROR:#REF!						120		1,039				124680		1,115				ERROR:#REF!										120		854				102480		821				ERROR:#REF!						120		1039				124680		1115

						110		907				99770		942				ERROR:#REF!						110		1,074				118140		1,077				ERROR:#REF!										110		907				99770		942				ERROR:#REF!						110		1074				118140		1077

						100		809				80900		938				ERROR:#REF!				A1 
下位 カイ		100		993		29.8%		99300		944		25.8%		ERROR:#REF!										100		809				80900		938				ERROR:#REF!				A1 
下位 カイ		100		993		0.2975165231		99300		944		0.2580462749

				A1 
下位 カイ		90		727		23.2%		65430		831		23.8%		ERROR:#REF!						90		843				75870		769				ERROR:#REF!								A1 
下位 カイ		90		727		0.2322251152		65430		831		0.2384319493		ERROR:#REF!						90		843				75870		769

						80		595				47600		684				ERROR:#REF!						80		563				45040		495				ERROR:#REF!										80		595				47600		684				ERROR:#REF!						80		563				45040		495

						70		431				30170		450				ERROR:#REF!						70		333				23310		287				ERROR:#REF!										70		431				30170		450				ERROR:#REF!						70		333				23310		287

						60		279				16740		261				ERROR:#REF!						60		139				8340		120				ERROR:#REF!										60		279				16740		261				ERROR:#REF!						60		139				8340		120

						50		137				6850		160				ERROR:#REF!						50		49				2450		59				ERROR:#REF!										50		137				6850		160				ERROR:#REF!						50		49				2450		59

						40		79				3160		78				ERROR:#REF!						40		18				720		28				ERROR:#REF!										40		79				3160		78				ERROR:#REF!						40		18				720		28

						30		32				960		35				ERROR:#REF!						30		10				300		14				ERROR:#REF!										30		32				960		35				ERROR:#REF!						30		10				300		14

						20		23				460		8				ERROR:#REF!						20		2				40		5				ERROR:#REF!										20		23				460		8				ERROR:#REF!						20		2				40		5

						10		12				120		14				ERROR:#REF!						10		8				80		12				ERROR:#REF!										10		12				120		14				ERROR:#REF!						10		8				80		12

						0		4				0		8				ERROR:#REF!						0		13				0		5				ERROR:#REF!										0		4				0		8				ERROR:#REF!						0		13				0		5

						平均 ヘイキン		128.6						127.8										平均 ヘイキン		128.7						131.5														平均 ヘイキン		128.6						127.8										平均 ヘイキン		128.7						131.5

						調査対象 チョウサ タイショウ		9,986						10,607										調査対象 チョウサ タイショウ		9,986						10,611														調査対象 チョウサ タイショウ		9986						10606.8										調査対象 チョウサ タイショウ		9986						10610.5









				＜書くこと＞ カ																		＜話すこと＞ ハナ

				書くこと カ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								話すこと ハナ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド												書くこと カ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								話すこと ハナ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド

				CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ										CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				A2		95		0		2.0%		0		1		1.4%		ERROR:#REF!				A1 上位 ジョウイ		14		620		74.4%		8680		619		76.2%		ERROR:#REF!								A2		95		0		0.0199039808		0		1		0.0140466767		ERROR:#REF!				A1 上位 ジョウイ		14		620		0.7412671902		8680		619		0.7624387296

						90		0				0		0				ERROR:#REF!						13		464				6032		399				ERROR:#REF!										90		0				0		0				ERROR:#REF!						13		464				6032		399

						85		0				0		2				ERROR:#REF!						12		418				5016		373				ERROR:#REF!										85		0				0		2				ERROR:#REF!						12		418				5016		373

						80		8				640		0				ERROR:#REF!						11		316				3476		347				ERROR:#REF!										80		8				640		0				ERROR:#REF!						11		316				3476		347

						75		23				1725		19				ERROR:#REF!						10		268				2680		533				ERROR:#REF!										75		23				1725		19				ERROR:#REF!						10		268				2680		533

						70		168				11760		126				ERROR:#REF!				A1 下位 カイ		9		190		25.6%		1710		191		23.4%		ERROR:#REF!										70		168				11760		126				ERROR:#REF!				A1 下位 カイ		9		190		0.2547883871		1710		191		0.2340025515

				A1 上位 ジョウイ		65		522		87.2%		33930		449		90.2%		ERROR:#REF!						8		159				1272		180				ERROR:#REF!								A1 上位 ジョウイ		65		522		0.8719743949		33930		449		0.9019295199		ERROR:#REF!						8		159				1272		180

						60		1,806				108360		1,741				ERROR:#REF!						7		151				1057		114				ERROR:#REF!										60		1806				108360		1741				ERROR:#REF!						7		151				1057		114

						55		1,754				96470		2,065				ERROR:#REF!						6		100				600		86				ERROR:#REF!										55		1754				96470		2065				ERROR:#REF!						6		100				600		86

						50		1,451				72550		2,319				ERROR:#REF!						5		64				320		56				ERROR:#REF!										50		1451				72550		2319				ERROR:#REF!						5		64				320		56

						45		1,435				64575		1,277				ERROR:#REF!						4		18				72		0				ERROR:#REF!										45		1435				64575		1277				ERROR:#REF!						4		18				72		0

						40		1,141				45640		1,161				ERROR:#REF!						3		15				45		46				ERROR:#REF!										40		1141				45640		1161				ERROR:#REF!						3		15				45		46

						35		609				21315		491				ERROR:#REF!						2		10				20		14				ERROR:#REF!										35		609				21315		491				ERROR:#REF!						2		10				20		14

				A1 下位 カイ		30		377		10.8%		11310		277		7.9%		ERROR:#REF!						1		3				3		8				ERROR:#REF!								A1 下位 カイ		30		377		0.1081216243		11310		277		0.0791549216		ERROR:#REF!						1		3				3		8

						25		202				5050		105				ERROR:#REF!						0		7				0		2				ERROR:#REF!										25		202				5050		105				ERROR:#REF!						0		7				0		2

						20		132				2640		77				ERROR:#REF!						平均 ヘイキン		11.1						10.6														20		132				2640		77				ERROR:#REF!						平均 ヘイキン		11.1						10.6

						15		46				690		111				ERROR:#REF!						調査対象 チョウサ タイショウ		2,803						2,979														15		46				690		111				ERROR:#REF!						調査対象 チョウサ タイショウ		2814.1						2978.6

						10		125				1250		148				ERROR:#REF!						0点のみ テン		7		0.2%				2		0.1%												10		125				1250		148				ERROR:#REF!						0点のみ テン		7		0.0024874738				2		0.0006714564

						5		36				180		0				ERROR:#REF!																												5		36				180		0				ERROR:#REF!

						0		163				0		116				ERROR:#REF!																												0		163				0		116				ERROR:#REF!

						平均 ヘイキン		49.9						51.3																																平均 ヘイキン		49.9						51.3

						0点のみ テン		88		0.9%				116		1.1%																														0点のみ テン		88		0.0088017604				116		0.0110095574

						調査対象 チョウサ タイショウ		9,998						10,536																																調査対象 チョウサ タイショウ		9998						10536.3







																																								200,000





全体（国立＋公立）

				＜読むこと＞ ヨ																		＜聞くこと＞ キ

				読むこと ヨ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								聞くこと キ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド

				CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				A2		170		32,148		3.2%		5465160		33,183		3.4%		ERROR:#REF!				A2		170		22,749		2.3%		3867330		30,035		3.0%		ERROR:#REF!

				A1
上位 ジョウイ		160		11,982		23.4%		1917120		10,034		22.5%		ERROR:#REF!				A1
上位 ジョウイ		160		9,277		18.4%		1484320		10,904		22.2%		ERROR:#REF!

						150		14,212				2131800		13,580				ERROR:#REF!						150		13,593				2038950		16,302				ERROR:#REF!

						140		18,473				2586220		16,474				ERROR:#REF!						140		20,951				2933140		23,663				ERROR:#REF!

						130		25,901				3367130		26,420				ERROR:#REF!						130		28,026				3643380		34,721				ERROR:#REF!

						120		36,390				4366800		35,097				ERROR:#REF!						120		43,820				5258400		52,978				ERROR:#REF!

						110		52,923				5821530		49,058				ERROR:#REF!						110		67,274				7400140		80,393				ERROR:#REF!

						100		72,876				7287600		71,380				ERROR:#REF!				A1 
下位 カイ		100		104,438		79.3%		10443800		119,141		74.7%		ERROR:#REF!

				A1 
下位 カイ		90		99,537		73.3%		8958330		104,236		74.1%		ERROR:#REF!						90		143,648				12928320		144,731				ERROR:#REF!

						80		123,353				9868240		131,915				ERROR:#REF!						80		174,551				13964080		158,079				ERROR:#REF!

						70		131,898				9232860		144,522				ERROR:#REF!						70		166,106				11627420		136,584				ERROR:#REF!

						60		123,685				7421100		127,964				ERROR:#REF!						60		111,394				6683640		90,709				ERROR:#REF!

						50		99,011				4950550		93,747				ERROR:#REF!						50		51,753				2587650		45,223				ERROR:#REF!

						40		77,209				3088360		65,662				ERROR:#REF!						40		21,332				853280		24,145				ERROR:#REF!

						30		43,803				1314090		38,433				ERROR:#REF!						30		6,657				199710		8,924				ERROR:#REF!

						20		18,699				373980		14,244				ERROR:#REF!						20		2,511				50220		3,347				ERROR:#REF!

						10		9,333				93330		7,642				ERROR:#REF!						10		2,541				25410		2,463				ERROR:#REF!

						0		2,310				0		1,999				ERROR:#REF!						0		3,121				0		3,248				ERROR:#REF!

						平均 ヘイキン		83.1																平均 ヘイキン		90.9

						調査対象 チョウサ タイショウ		993,742						985,588										調査対象 チョウサ タイショウ		993,742						985,588









				＜書くこと＞ カ																		＜話すこと＞ ハナ

				書くこと カ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド								話すこと ハナ				平成27年度 ネンド						平成28年度 ヘイセイ ネンド

				CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ						CEFR		得点 トクテン		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ				人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				A2		95		0		0.2%		0		1		0.1%		ERROR:#REF!				A1 上位 ジョウイ		14		18,314		33.0%		256396		13,021		31.6%		ERROR:#REF!

						90		0				0		0				ERROR:#REF!						13		17,685				229905		12,408				ERROR:#REF!

						85		0				0		2				ERROR:#REF!						12		20,943				251316		16,917				ERROR:#REF!

						80		28				2240		0				ERROR:#REF!						11		20,153				221683		17,108				ERROR:#REF!

						75		134				10050		129				ERROR:#REF!						10		24,448				244480		39,794				ERROR:#REF!

						70		1,510				105700		1,241				ERROR:#REF!				A1 下位 カイ		9		23,390		67.0%		210510		26,701		68.4%		ERROR:#REF!

				A1 上位 ジョウイ		65		5,985		43.6%		389025		4,557		51.1%		ERROR:#REF!						8		24,253				194024		29,096				ERROR:#REF!

						60		30,987				1859220		30,713				ERROR:#REF!						7		26,748				187236		31,576				ERROR:#REF!

						55		42,620				2344100		47,273				ERROR:#REF!						6		27,021				162126		34,518				ERROR:#REF!

						50		55,783				2789150		92,521				ERROR:#REF!						5		28,066				140330		28,869				ERROR:#REF!

						45		83,750				3768750		89,690				ERROR:#REF!						4		20,341				81364		0				ERROR:#REF!

						40		117,392				4695680		128,154				ERROR:#REF!						3		23,515				70545		28,151				ERROR:#REF!

						35		98,147				3435145		112,639				ERROR:#REF!						2		11,652				23304		12,944				ERROR:#REF!

				A1 下位 カイ		30		92,696		56.2%		2780880		93,744		48.7%		ERROR:#REF!						1		12,222				12222		11,770				ERROR:#REF!

						25		77,102				1927550		44,585				ERROR:#REF!						0		9,006				0		11,169				ERROR:#REF!

						20		68,738				1374760		31,616				ERROR:#REF!						平均 ヘイキン		7.4

						15		27,045				405675		71,797				ERROR:#REF!						0点のみ テン		9,006		2.9%				11,169

						10		87,080				870800		86,897				ERROR:#REF!						調査対象 チョウサ タイショウ		307,756						314,041		3.56%

						5		17,908				89540		0				ERROR:#REF!

						0		190,249				0		153,093				ERROR:#REF!

						平均 ヘイキン		28.7

						0点のみ テン		124,318		12.5%				153,093		15.5%

						調査対象 チョウサ タイショウ		997,153						988,652







																																								200,000		←書式調整用 ショシキ チョウセイヨウ







CEFR 得点 人数 割合 人数 割合 CEFR 得点 人数 割合 人数 割合

140 0 0 B1 14 166 1.0% 211 1.2%
135 0 1 13 193 239

130 0 0 12 330 390

125 2 2 11 418 422

120 6 18 10 559 611

115 10 46 9 621 748

110 59 179 8 718 905

105 101 288 7 898 1026

100 306 679 6 1143 1168

95 420 726 5 1602 1569

90 829 1,370 4 1085 1028

85 737 1,577 3 1629 1601

80 1,465 2,130 2 1444 0

75 1,525 3,515 1 2816 3918

70 1,752 3,563 0 2210 3149

65 1,668 4,518 平均 4.2 4.3

60 2,169 3,709 調査対象 15,832 16,985

55 1,876 4,130 0点 2,210 14.0% 3,149 18.5%
50 2,400 3,651

45 2,039 2,435 6,444
40 2,346 3,208 37.9%
35 1,940 2,234 51.0%
30 2,441 2,668
25 2,045 2,861
20 2,226 3,551
15 2,151 4,621
10 2,529 12,844
5 2,889 0
0 29,973 14,303

平均 24.9 37.5
調査対象 65,904 78,827

0点 20,059 30.4% 14,303 18.1%

B2 0.0%

平成27年度Writing 平成26年度 平成27年度 Speaking 平成26年度

A2 9.5% 9.8%

A1 89.5% 89.0%

0.0%

B1 0.3%

A2 10.7% 17.2%

0.7%

82.1%A1 89.1%

【生徒全体のスコア分布(公立)】

○依然として４技能全てにおいて課題がある。前年度同様に、特に「話すこと」「書くこと」について課題が大きい。
○一方で、４技能いずれにおいても、CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）A1レベルの人数の割合が減少し、A2レベル以上が増加するなど改善がみられる。
(A2以上の増加率：読むこと：7.3ポイント、 聞くこと：4.9  ポイント、 書くこと：6.9ポイント、話すこと：0.5ポイント)
○また「書くこと」の無回答の割合が減り(約30％→18％)、得点者は10%以上増加（約70%→80%）

＜読むこと＞43問（約45分） ＜聞くこと＞36問（約23分）

＜書くこと＞２問（約27分） ＜話すこと＞３問（対面約10分）

6

※平成27年度のスコアは、平成26年度と共通の尺度にするため「等化」を行っている。(等化とは、
同一の仕様に基づいて開発される問題項目の内容が異なる複数のテスト間で、どのテストを受験し
ても結果が同じ尺度上の得点で表現され、異なるテストの受験者間で得点を比較することを可能に
する統計処理を指す)なお、「書くこと」「話すこと」において、人数が表れていない得点帯がある
が、これらは等化の結果、得点が小数点以下を含んだ状態で算出され、度数分布を作成した際に出
現しない得点帯があるためである。

CEFR 得点 人数 割合 人数 割合 CEFR 得点 人数 割合 人数 割合

320 14 30 B2 320 55 0.1% 123 0.2%
310 3 14 310 18 56

300 7 35 300 30 62

290 11 41 290 29 77

280 34 51 280 51 90

270 36 73 270 67 176

260 47 122 260 82 172

250 82 175 250 120 238

240 108 250 240 158 342

230 188 347 230 219 414

220 272 503 220 316 607

210 404 730 210 444 751

200 556 1007 200 562 1046

190 854 1365 190 835 1377

180 1204 1957 180 1043 1770

170 1707 2580 170 1500 2241

160 2367 3648 160 1992 2835

150 3324 5063 150 2790 3683

140 5031 7144 140 3857 4700

130 7989 9963 130 5268 6111
120 11631 12791 120 7526 7728
110 12396 12821 110 8713 9265
100 9740 9486 100 8936 9325
90 4663 4891 90 7788 8611
80 1813 2038 80 5734 6794
70 598 696 70 3449 4289
60 206 240 60 2110 2594
50 75 105 50 913 1299
40 50 35 40 391 642

30 18 35 30 186 331
20 1 1 20 103 144
10 0 0 10 94 147
0 282 332 0 332 529

平均 126.7 131.9 平均 117.1 120.7

調査対象 65,711 78,569 調査対象 65,711 78,569

0.1%

Reading 平成26年度 平成27年度 Listening 平成26年度 平成27年度

B1 1.2% 2.0%

B1 1.2% 2.1%

A2 20.3% 24.2%

B2 0.0%

A1 75.3% 68.0% A1 78.4% 73.6%

A2 23.5% 29.9%

平成27年 「英語教育改善のための英語力調査（高校３年生対象）」生徒全体の英語力の傾向
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小学校外国語活動(５，６年生)の成果・効果について
平成２３年度より、小学校高学年(５・６年生)に外国語活動(週１コマ)を導入後、

○児童生徒：小学生の７２．３％（７１．７％）が「英語の授業が好き」、９１．５％（９１．５％）が「英語が使えるようになりたい」、中学１年生の８割

以上が、小学校の外国語活動で行った「アルファベットを読むこと」や「英語で簡単な会話をすること」が「中学校で役立っている」と回答。

○小学校教員：導入前と比べ、高学年児童に「成果や変容がみられた」と感じる教員が７６．６％（７６．５％）

○中学校教員：導入前と比べ、中１の生徒に「成果や変容がみられた」と感じる教員が６５．３％（７７．８％）

その変容として、外国語によるコミュニケーションへの積極的な関心・意欲・態度のみならず、英語を聞いたり話したりする

力もついてきていると挙げている。 (出典：平成２６年度小学校外国語活動実施状況調査）

※上記（ ）内の数値は、H23,24実施の調査結果

【現状】

目標：外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現

に慣れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地を養う。

【課題】

○ 中学１年生の約８割が、小学校で「英単語・文を読む」「英単語・文を書く」こと

をもっとしておきかったと回答。

○ ①ALT等と打合せや教材研究をする時間の確保、②外国語活動の指導力、

指導力向上のための研修機会が不十分であると感じている。

Q 英語が 使えるようになりたいですかQ 英語の授業は好きですか

◆中学１年生は、小学校外国語活動の授業で学んだことが中学校の英語の授業で
役だったと考えている。特に「話す」「聞く」ことで役立ったと回答。

構成比

英語で簡単な会話をすること 82.8％（80.5%）

英語の発音を練習すること 75.8％（73.7%）

友だちや先生などが英語で話しているのを聞くこと 73.2％（71.7%）

英語で自分のことや意見を言うこと 55.5％（53.9%）

英単語を読むこと 72.9％（68.4%）

英語の文を読むこと 60.8％（53.3%）

【成果】

○ 外国語活動に肯定的な児童が多い。

○小学校外国語活動の影響で臆する
ことなく，コミュニケーションができる
生徒が増加

○小学校外国語活動の効果で，音声
に慣れている。

○低・中学年で週２時間外国語活動を
行っている地区では中学に入った段
階で文字が読める・書ける。

◇東京都における小学校外国語活動の成果

出典：小学校外国語活動実施状況調査（H26年）
※（ ）内の数値は、H24実施の調査結果

東京都中学校英語教育研究会より 東京都A区より

○小学校外国語活動の影響で臆する
ことなく，コミュニケーションができる
生徒が増加

○コミュニケーションへの関心・意欲・
態度の高まり

○小学校外国語活動の効果で，音声
に慣れている。

（参考）主な課題
○中学校入学以前に，「英語は苦手」と感じる生徒がいる。

東京都中学校英語教育研究会副会長 石鍋氏
（足立区立蒲原中学校長）による両団体へのヒアリングより

出典：小学校外国語活動実施状況調査（H24年）

40.5%

31.8%

18.5%

5.4%
3.7% 0.0%

好き

どちらかといえば好

き
どちらともいえない

どちらかといえばき

らい
きらい

71.6%

19.9%

5.2% 3.1% 0.2%

そう思う

どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
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○「小学校の外国語活動でもっと学習しておきたかったこと」として、
生徒の83.7％が「英単語を書くこと」（81.7％）、

80.9％が「英語の文を書くこと」（78.6％）、
80.1％が「英単語を読むこと」（77.9％）、
79.8％が「英語の文を読むこと」（77.6％）、
と回答。

小学校の外国語活動でもっと学習しておきたかったこと（中１）
○「小学校の外国語活動で学んだことの中で、中学校の英語の授業で役
に立ったこと」として、
生徒の88.8％が「アルファベットを読むこと」（86.8％）、

83.9％が「アルファベットを書くこと」（80.7％）、
82.8％が「英語で簡単な会話をすること」（80.5％）、
75.8％が「英語の発音を練習すること」（73.7％）、
と回答。

小学校外国語活動が中学校でどのように役立ったか（中１）

88.8 

83.9 

82.8 

75.8 

73.2 

72.9 

70.2 

60.8 

57.5 

55.5 

54.6 

54.3 

44.4 

7.6 

6.8 

12.9 

13.6 

18.9 

11.4 

13.0 

13.7 

26.7 

20.8 

11.4 

21.3 

13.1 

3.3 

9.0 

4.0 

10.1 

7.5 

15.3 

16.4 

25.2 

15.3 

23.2 

33.6 

23.8 

42.1 

0.2 

0.2 

0.3 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.3 

0.5 

0.6 

0.5 

0.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルファベットを読むこと

アルファベットを書くこと

英語で簡単な会話をすること

英語の発音を練習すること

友だちや先生などが英語で

話しているのを聞くこと

英単語を読むこと

日本語と英語の違いを知ること

英語の文を読むこと

外国のことについて学ぶこと

英語で自分のことや

意見を言うこと

英単語を書くこと

皆の前で英語で発表すること

英語の文を書くこと

役に立った 役に立たなかった 小学校でやっていないと思う 無回答

Ｑ． 小学校の英語の授業で学んだことの中で、中学校の英語の授業で役に立った

ことはありますか。（単数回答）

83.7

80.9

80.1

79.8

74.6

72.6

69.3 

64.6 

62.9

56.7

54.0

54.0

46.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

英単語を書くこと

英語の文を書くこと

英単語を読むこと

英語の文を読むこと

英語の発音を練習すること

英語で簡単な会話をすること

英語で自分のことや…

友だちや先生などが…

皆の前で英語で発表すること

日本語と英語の違いを知ること

アルファベットを書くこと

アルファベットを読むこと

外国のことについて学ぶこと

Ｑ． 以下の項目は、小学校の外国語活動でもっと学習しておきたかったと

思いますか。

※「そう思う」「そう思わない」「無回答」のうち、「そう思う」と回答した割合

小学校外国語活動(５，６年生)の成果・効果について（中学１年生対象調査結果より）
出典：小学校外国語活動実施状況調査（H26） 小学校5，6年児童約2万人、中学校１・２学生徒約2万人、小学校管理職・学級担任、中学校管理職・外国語科担当教員それぞれ約３千人を対象に調査

（ ）内は、24年度調査結果

（ ）内は、24年度調査結果
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○聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりした活動をしていた（選択肢①②合計）と回答した生徒の割合は、63.4%。
平成27年度の62.2%より1.2ポイント増加。

○「書くこと」のテストスコアが高いほど、授業において「聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりしていたと思う」
（選択肢①②合計）と回答した生徒の割合が高い。

言語活動に対する生徒の意識〈統合型：聞いたり読んだりして書くこと〉

①そう思う ②どちらかといえば、そう思う ③どちらかといえば、そう思わない ④そう思わない

問 第２学年での英語の授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり
自分の考えを英語で書いたりしていたと思いますか。

生徒の統合型の言語活動に対する意識（中学校）

9平成28年度英語教育改善のための英語力調査（中学校）より

■「書くこと」のテスト結果とのクロス



33.9%

25.3%

10.9%

33.9%

34.6%

27.7%

16.8%

23.3%

30.4%

12.8%

13.0%

25.0%

2.6%

3.9%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

B1

A2

A1

①

②

③

④

無

○ 聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりしていた生徒（選択肢①②合計）は42.5％で、
平成26年度より3.8ポイント増加。

○ 「書くこと」のテストスコアが高いほど、授業において「聞いたり読んだりしたことについて、
その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。

生徒の４技能を通じた言語活動に対する意識 ＜統合型：聞いたり読んだりして書くこと＞

①そう思う ②どちらかといえば、そう思う ③どちらかといえば、そう思わない ④そう思わない

問 第２学年での英語の授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の
考えを英語で書いたりしていたと思いますか。

■「書くこと」のテスト結果とのクロス

※「書くこと」B2レベル該当人数1名につき非表示

（528人）

（13,486人）

（64,029人）

13.6%

10.9%

28.9%

27.8%

29.1%

30.7%

22.8%

26.6%

5.6%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度

平成26年度

①

②

③

④

無

生徒の統合型の言語活動に対する意識（高等学校）

10平成27年度英語教育改善のための英語力調査（高等学校）より



現状
【高等学校】

○目標：コミュニケーション能力を養う
○授業は外国語で行うことが基本

【中学校】
教科型を通じた「聞くこと」「読むこと」
「話すこと」「書くこと」の総合的育成
○目標：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎を養
う
○前回改訂で週３⇒週４に増

【小学校高学年】

○目標：「聞く」「話す」を中心としたｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ能力の素地を養う

○学級担任を中心に指導

年間35単位時間
【小学校中学年】

○ 外国語を通じて、言語やその背景にある文化の多様性を尊重し、相手に配慮しながら聞
いたり話したりすることを中心にしたコミュニケーション能力の素地を養う。

○ 主に学級担任がALT等を一層積極的に活用したＴ･Ｔを中心とした指導。

年間３５単位時間（週１コマ程度）

【小学校高学年】
目標例：例えば、馴染みのある定型表現を使って、自分の好きなものや、家族、一日の生活などについて、

友達に質問したり質問に答えたりできるようにする。
○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、相手に配慮しながら聞いたり話したりすることに
加えて、読んだり書いたりすることについての態度の育成も含めた、コミュニケーション能力の基礎を
養う。

○ 学級担任が専門性を高め指導、併せて専科指導を行う教員を活用、ALT等を一層積極的に活用。

年間70単位時間

外国語教育の抜本的強化のイメージ

高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト
（
仮
称
）

高校卒業レベル
で3000語

教科型

教科として系統的に学ぶため、短時間学習や、４５分に１５分を加えた６０分授業の設定等の柔軟な時間割編
成を可能とする

活動型
外国語活動が成果を上げ、児童の「読む」「書
く」も含めた系統的な学習への知的欲求が高まっ
ている状況

活動型

年間140単位時間（週4コマ程度）

・国の目標（英検３級程度等５０
%） →現状３５％
・言語活動が十分でない

国の目標（英検準２～２級程度等
５０％） →現状３２％
・生徒の学習意欲、「書く」「話
す」に課題
・言語活動が十分でない

【高等学校】
目標例：例えば、ある程度の長さの新聞記事を速読して必要な情報を取り出したり、社会的な

問題や時事問題など幅広い話題について課題研究したことを発表・議論したりすること
ができるようにする。

○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、他者に配慮しながら、幅広い話題に
ついて情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりする能力を養う。

○ 授業を外国語で行うことを基本とするとともに、
①「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」を総合的に扱う言語活動
②特に、課題がある「話すこと」、「書くこと」において発信力を強化する言語活動
を充実 （発表、討論・議論、交渉等）。

【中学校】
目標例：例えば、短い新聞記事を読んだり、テレビのニュースを見たりして、

その概要を伝えることができるようにする。
○ 互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的な言語活動を重視した授業を
外国語で行うことを基本とする。

○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、他者に配慮しながら、具体的で
身近な話題についての理解や表現、簡単な情報交換ができるコミュニケーション能力
を養う。

年間140単位時間

新たな外国語教育

大学や海外、社会で英語力などを伸ばす基盤を確実に育成

改善の
ための
PDCA
サイクル

改善の
ための
PDCA
サイクル

【小学校】

高で
1800語

中で
1200語

※CEFRとは、シラバスやカリキュラムの手引きの作
成、学習指導教材の編集のために、透明性が高く分
かりやすく参照できるものとして、20年以上にわ
たる研究を経て、2001年に欧州評議会（Council 
of Europe）が発表。

高校で
1800～
2500語
程度

中学校
で1600
～1800
語程度

小学校
で600～
700語
程度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

高校卒業レベルで
4000語～5000語程度

CEFR

Ｂ２

Ｂ１

Ａ２

Ａ１

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学
校、高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて（平成２８年１２月２１日 答申）」概
要参考資料（会議後修正）
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小学校学習指導要領案（外国語科・外国語活動）のポイント
（平成29年2月14日パブリックコメント版）

小学校学習指導要領案 （第10節 外国語） ※一部抜粋 小学校学習指導要領案 （第４章 外国語活動） ※一部抜

粋

第１ 目 標
（1） 外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本語と外国語との違いに気付き，

これらの知識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

（2） コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で簡単な事柄について，聞いたり話したりする
とともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意識し
ながら書いたりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合ったりすることができる基礎的な力を養う。

（3） 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度を養う。

第２ 各言語の目標及び内容等
英 語

１ 目 標
（1） 聞くこと

ア ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近な事柄について，‥基本的な表現を聞き取ることができる
ようにする。

（2） 読むこと
ア 活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるようにする。
イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。

（3） 話すこと［やり取り］
ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，‥その場で質問したり質問に答えたりして

（4） 話すこと［発表］
イ 自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことが
できる‥

（5） 書くこと
ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識しながら音声で十分慣れ親しん

だ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができるようにする。
イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本

的な表現を用いて書くことができるようにする。
２ 内 容

（1） 英語の特徴やきまりに関する事項 〔知識及び技能〕
ア 音声 イ 文字及び符号 （ｱ） 活字体の大文字，小文字
ウ 語，連語及び慣用表現 （ｱ） ‥外国語活動を履修する際に取り扱った語を含む600～700語程度の語
エ 文及び文構造

（ｱ） 文 e 代名詞のうち，I，you，he，sheなどの基本的なもの
f 名詞や過去形のうち活用頻度の高い基本的なもの

（2） 英語で情報を整理しながら考えなどを形成し，表現したり，伝え合ったりすることに関する事項〔思考力，判
断力，表現力等〕

（3） 言語活動及び言語の働きに関する事項
① 言語活動に関する事項

ア 聞くこと イ 読むこと ウ 話すこと［やり取り］ エ 話すこと［発表］ オ 書くこと
② 言語の働きに関する事項

３ 指導計画の作成と内容の取扱い
（1） ウ ‥外国語活動を履修する際に扱った‥基本的な表現などの学習内容を繰り返し指導し定着を図ること。
（2） ア ‥児童の発達の段階に応じて，聞いたり読んだりすることを通して意味を理解できるように指導すべき事

項と，話したり書いたりして表現できるように指導すべき事項とがあることに留意すること。
ウ （ｲ） 文法の用語や用法の指導に偏ることがないよう配慮‥

（3） ア 教材は‥１に示す五つの領域別の目標と２に示す内容との関係について‥各教材の中で明確に示す‥
その他の外国語

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

第１ 目 標
（1） 外国語を通して，言語や文化について体験的に理解を深め，日本語と外国語の音

声との違い等に気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにす
る。

（2） 身近で簡単な事柄について，外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちな
どを伝え合う力の素地を養う。

（3） 外国語を通して，言語やその背景にある文化に対する理解を深め，相手に配慮しな
がら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

第２ 各言語の目標及び内容等
英 語

１ 目 標
（1） 聞くこと

イ ゆっくりはっきりと話された際に，身近で簡単な事柄に関する基本的な表現の意味
が分かるようにする。

（2） 話すこと［やり取り］
ウ サポートを受けて，自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について‥

質問したり質問に答えたり‥
（3） 話すこと［発表］

イ 自分のことについて，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を
用いて話すようにする。

２ 内 容
（1） 英語の特徴等に関する事項〔知識及び技能〕

実際に英語を用いた言語活動を通して，次の事項を体験的に身に付けることができる
よう指導する。
ア 言語を用いて主体的にコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを知ること。
イ 日本と外国の言語や文化について理解すること。

（ｱ） 英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，言葉
の面白さや豊かさに気付くこと。

（2） 英語で情報を整理しながら考えなどを形成し，表現したり，伝え合ったりすることに関する事項〔思
考力，判断力，表現力等〕

（3） 言語活動及び言語の働きに関する事項
① 言語活動に関する事項 ア 聞くこと イ 話すこと［やり取り］ ウ 話すこと［発表］
② 言語の働きに関する事項

３ 英語の指導計画の作成と内容の取扱い
（1） ウ ‥友達との関わりを大切にした体験的な言語活動を行うこと。

オ ‥外国語や外国の文化のみならず，国語や我が国の文化についても併せて理解
を深めるようにすること。‥

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

教科化（高学年） 早期化（中学年）

5領域

小学校では身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合う

読む・書く

語彙

中学年から「聞くこと」「話すこと」を中心とした外国語活動を
通じて外国語に慣れ親しみ、外国語学習への動機付けを高
めた上で（年間35単位時間程度）、高学年から発達段階に応
じて段階的に「読むこと」「書くこと」を加え、総合的・系統的に
教科として学習を行う（年間70単位時間程度）

読む・書く

読む・書く

読む・書く

読む・書く

読む・書く

5領域

受容と発信

教材改善

3領域

3領域

慣れ親しみ

慣れ親しみ

動機づけ
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中学校学習指導要領案（外国語科）のポイント
（平成29年2月14日パブリックコメント版）

中学校学習指導要領案 （第９節 外国語） ※一部抜粋 【参考】現行中学校学習指導要領 （第９節 外国語） ※項目のみ抜粋

第１ 目 標
（1）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，

話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。
（2）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で

簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。
（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に

外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。
第２ 各言語の目標及び内容等

英 語
１ 目 標
（1） 聞くこと

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができるようにする。
（2） 読むこと

イ 日常的な話題に関して，簡単な語句や文で書かれた短い文章について，概要を捉えることができるように
する。

（3） 話すこと［やり取り］
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単

な語句や文を用いて述べ合うことができるようにする。
（4） 話すこと［発表］

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする。
（5） 書くこと

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにする。
２ 内 容

（1） 英語の特徴やきまりに関する事項 〔知識及び技能〕
ア 音声 イ 符号 ウ 語，連語及び慣用表現

（ｱ）小学校で学習した語に1600～1800語程度の新語を加えた語
エ 文，文構造及び文法事項

（ｲ） 文構造 （b） 主語＋動詞＋目的語＋原形不定詞 （c） 主語＋動詞＋間接目的語＋thatで始まる節

（ｳ） 文法事項 e 動詞の時制及び相など ‥現在完了進行形‥ k 仮定法のうち基本的なもの
（2） 英語で情報を整理しながら考えなどを形成し，表現したり，伝え合ったりすることに関する事項

〔思考力，判断力，表現力等〕
具体的な課題等を設定し，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報を整理しながら考え
などを形 成し，これらを論理的に表現することを通して，‥

（3） 言語活動及び言語の働きに関する事項
① 言語活動に関する事項 ア 聞くこと イ 読むこと ウ 話すこと［やり取り］ エ 話すこと［発表］

オ 書くこと
② 言語の働きに関する事項

３ 指導計画の作成と内容の取扱い
（1） ウ ‥外国語活動を履修する際に扱った‥基本的な表現などの学習内容を繰り返し指導し定着を図ること。

エ 生徒が英語に触れる機会を充実するとともに，授業を実際のコミュニケーションの場面とするため，授業は
英語で行うことを基本とする。その際，生徒の理解の程度に応じた英語を用いるようにすること。

（2） ア ‥児童の発達の段階に応じて，聞いたり読んだりすることを通して意味を理解できるように指導すべき事
項と，話したり書いたりして表現できるように指導すべき事項とがあることに留意すること。

ウ （ｲ） 文法の用語や用法の指導に偏ることがないよう配慮‥
（3） ア 教材は‥１に示す五つの領域別の目標と２に示す内容との関係について‥各教材の中で明確に示す‥

その他の外国語
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

第１ 目 標
外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度の育成を図り，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーション
能力の基礎を養う。

第２ 各言語の目標及び内容等

英 語
１ 目 標

（1） 聞くこと （2） 話すこと （3） 読むこと （4） 書くこと
２ 内 容

（1） 言語活動
ア 聞くこと イ 話すこと ウ 読むこと エ 書くこと

（2） 言語活動の取扱い
（3） 言語材料
ア 音声 イ 文字及び符号 ウ 語，連語及び慣用表現 エ 文法事項

（4） 言語材料の取扱い
３ 指導計画の作成と内容の取扱い

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

中学校では日常的な話題や社会的な話題まで広げて、考えや気持ちを伝え合う

新たに追加される事項（例）

※時数は現行と同様年間１４０単位時間程度。

5領域

5領域
語彙

受容と発信

教科書改善

（1） 英語の特徴やきまりに関する事項
①既に現行の外国語活動（小学校）や外国語科（中学校）で使っている／慣れ親しんで

いる表現に関する言語材料
例） 感嘆文（How ・・・!, What a ・・・!）

主語＋動詞＋目的語＋補語のうち、補語が原型不定詞 （Let me try.など）
②実際の授業において本来の表現が使えないため「代用」で対応しており、より適切な

表現を用いた言語活動のために必要な言語材料
例） 現在完了進行形（ I have been -ing ‥ since・・・ ）

仮定法のうち基本的なもの（If I had…, I would…）
③言語活動における表現をより豊かにするための言語材料

例） 主語＋動詞＋間接目的語+thatなどで始まる
（Ｉ told you that he was going to・・・）

（2） 言語活動及び言語の働きに関する事項
○①～③の言語材料を活用した言語活動
○言語活動で追加した例

・「書くこと」（ｲ） 簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況などを伝える活動
・「話すこと [やり取り]」（ｱ） 相手からの質問に対し，その場で適切に応答したり，関連
する質問をしたりして，互いに会話を継続するかる活動

・言語の働きの例に、「・仮定する」を追加

新たに追加される事項（例）

日常的な話題・社会的な話題に関するコ
ミュニケーションにおいて、生徒が自分の
考えや気持ちを表す表現をより豊かにす
るため、新たに追加。
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小学校の新たな外国語教育における新教材（高学年）年間指導計画例素案 イメージ

小学校５年生の外国語 年間７０単位時間

単元 題材 目標例

Unit 1
（8単位
時間）

アルファベッ
トの文字・自
己紹介

活字体の大文字、小文字が分かり、文字には読み方のほかに音
があることに気付く。
自分のことや身近なことについて、短い会話や説明を聞いて概
要を捉える。

Unit 2
（7単位
時間）

行事・誕生日 好みや欲しい物、誕生日を尋ねたり答えたりして、伝え合う。
他者に配慮しながら、好みや欲しい物、誕生日を尋ねたり答えた
りして伝え合おうとする。

Unit 3
（7単位
時間）

学校生活・教
科・職業

時間割について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句で書か
れたものの意味が分かり、書き写すことができる。
教科について尋ねたり答えたりして伝え合うことができる。

Unit 4
（8単位
時間）

一日の生活 一日の生活について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句で
書かれたものの意味が分かり、書き写す。
自分の一日の生活について順序立てて伝え合う。

Unit 5
（8単位

時間）

できること できることやできないことを尋ねたり答えたりする。
他者に配慮しながら、自分や第三者ができることできないことな
どを説明しようとする。

Unit 6
（8単位

時間）

行ってみたい
国や地域

行きたい国や地域について説明したり、自分の考えを伝え合うこ
とができる。
行きたい国や地域について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句で書かれたものの意味が分かり、他者に伝える目的をもっ
て書き写すことができる。

Unit 7
（8単位
時間）

位置と場所 ある物の場所や物の位置関係について尋ねたり答えたりする。
ある物の場所や物の位置関係についての説明を聞いて概要を
捉えたり、道案内をしたりする。

Unit 8
（8単位

時間）

料理・値段 丁寧な表現を使って注文をしたり、値段を尋ねたり答えたりする。
料理について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的
な表現で書かれたものの意味が分かり、他者に伝える目的を
もって書き写す。

Unit 9
（8単位

時間）

あこがれの
人

自分があこがれたり尊敬する人について、自分の意見を含めて
紹介することができる。
紹介しようとする人について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現で書かれたものの意味が分かり、相手に伝
える目的をもって書き写すことができる。

単元 題材 目標例

Unit 1
（8単位
時間）

自己紹介 好きなことやできることを含めて自己紹介をする。

好きなことやできることなどについて、他者に配慮しながら伝え合おうと
したり、書かれたものを読んだり書き写したりしようとする。

Unit 2
（8単位
時間）

日本文化 我が国の文化について話す。

我が国の文化について、他者に配慮しながら自分の考えを含めて伝え
合ったり、書かれたものを読んだり書き写したりしようとする。

Unit 3
（8単位
時間）

世界で活
躍する日
本人

文の語順に気付く。

日本や世界で活躍する人物を紹介する短い話を聞いて、その概要を捉
える。

Unit 4
（8単位
時間）

住んでい
る町・地
域の将来

英語の書き方が分かる。

自分たちが住んでいる地域を、将来どのような地域にしたいかについて、
他者に配慮しながら自分の考えなどを話そうとしたり、書かれたものを
読んだり書き写したりしようとする。

Unit 5
（8単位
時間）

夏休みの
思い出

夏休みの思い出について、楽しかったことなどを伝え合う。

夏休みの思い出について、他者に配慮しながら楽しかったことなどを話
そうとしたり、書かれたものを読んだり、例文を参考に書こうとする。

Unit 6
（6単位
時間）

オリンピッ
ク・パラリ
ンピック

文の語順が分かる。

自分がしたいことについて、他者に配慮しながら伝え合おうとしたり、書
かれたものを読んだり、例文を参考に書こうとする。

Unit 7 
（8単位
時間）

小学校６
年間の思
い出

過去の表し方が分かる。
6年間の小学校生活や思い出に残る行事について、他者に配慮しなが

ら自分の考えなどを伝え合おうとしたり、書かれたものを読んだり、例文
を参考に書こうとする。

Unit 8
（8単位
時間）

職業・将
来の夢

将来の夢や就きたい職業について、自分の考えなどを発表する。

将来の夢や就きたい職業について、他者に配慮しながら自分の考えな
どを話そうとしたり、書かれたものを読んだり、例文を参考に書こうとす
る。

Unit 9
（8単位
時間）

中学校生
活

中学校生活への期待や目標などについて、自分の考えなどを伝え合う
ことができる。

これまでに学習した簡単な語句や基本的な表現で書かれたものの意味
が分かり、他者に伝えるなどの持って、例文を参考にスピーチの原稿を
作成する。

小学校６年生の外国語 年間７０単位時間

平 成 2 9 年 1 月 3 0 日 第 2 回

小学校の新たな外国語教育におけ
る補助教材の検証及び新教材の開
発に関する検討委員会配布資料
（会議後修正平成2 9年2月1 0日）

※短時間学習との対応についても、別途示す予定。 14



単元 題材 目標例

Unit 1
（2単位時間）

世界の言語 挨拶や名前の言い方に慣れ親しむ。
名前を言って挨拶する。

Unit 2
（2単位時間）

様子・感情 表情やジェスチャーの大切さや、表す意味の違いに
気付く。

表情やジェスチャーをつけて相手に伝わるよう工夫し
ながら挨拶をしようとする。

Unit 3
（4単位時間）

数・身の回り
の物

１から２０までの数の言い方や数の尋ね方に慣れ親
しむ。
数を尋ねたり答えたりして伝え合う。

Unit 4
（4単位時間）

好きな色
好きな物

言語や文化によって多様な考え方があることや、外
来語を通して日本語と英語の音声の違いに気付く。

色の言い方や、好きかどうかを尋ねたり答えたりする
語や表現に慣れ親しむ。

Unit 5
（4単位時間）

好きな物

食べ物・果
物・スポーツ

日本語と英語の音声の違いに気付く。

何が好きかを尋ねたり答えたりして伝え合う。

Unit 6
（4単位時間）

アルファベッ
トの大文字

身の回りにはアルファベットの文字で表されているも
のがたくさんあることに気付く。

活字体（大文字）を識別し、文字の読み方に慣れ親し
む。

Unit 7
（5単位時間）

色や形 日本語と英語の音声の違いに気付く。

相手に伝わるように工夫しながら、欲しい物を尋ねた
り答えたりしようとする。

Unit 8
（5単位時間）

身の回りの
物

外来語とそれが由来する英語の違いに気付く。

相手に伝わるように工夫しながらクイズを出したり答
えたりしようとする。

Unit 9
（5単位時間）

人・動物 日本語と英語のイントネーションなどの音声の違いに
気付く。

絵本などの短い話を聞いて、おおよその内容が分か
る。

単元 題材 目標例

Unit 1
（2単位時間）

世界の色々な
挨拶の仕方

様々な挨拶の仕方があることに気付く。
友達と挨拶をして、自分の好みなどを伝え合う。

Unit 2
（4単位時間）

天気と遊び 天気に応じた遊びなどについて尋ねたり答えたり
する表現に慣れ親しむ。
相手の話に感想の言葉を加えて聞く。

Unit 3
（3単位時間）

好きな曜日 曜日の言い方や曜日を尋ねたり答えたりする表現
に慣れ親しむ。
自分の好きな曜日を伝え合う。

Unit4
（4単位時間）

時刻 時刻の言い方や尋ね方に慣れ親しむ。

お気に入りの時刻について尋ねたり答えたりして
伝え合う。

Unit 5
（4単位時間）

持ち物・文房具 文房具など学校で使う物や、持ち物を尋ねたり答
えたりする表現に慣れ親しむ。

文房具などの持ち物について尋ねたり答えたりし
て伝え合う。

Unit 6
（4単位時間）

アルファベット
の小文字

身の回りにはアルファベットの文字で表されている
ものがたくさんあることに気付く。
活字体（小文字）と読み方に慣れ親しむ。

Unit 7
（5単位時間）

食事・食べ物 食材の言い方や、欲しい物を尋ねたり要求したり
する表現に慣れ親しむ。

相手に配慮しながら、自分のオリジナルメニューを
紹介しようとする。

Unit 8
（4単位時間）

学校・教室 教科名や教室名の言い方に慣れ親しむ。

自分が気に入っている校内の場所に案内したり、
その場所について自分の考えなどを伝え合ったり
する。

Unit 9
（5単位時間）

日課 日課を表す表現に慣れ親しむ。

絵本などの短い話を聞いて、おおよその内容が分
かる。

小学校の新たな外国語教育における新教材（中学年）年間指導計画例素案 イメージ

小学校３年生の外国語 年間３５単位時間 小学校４年生の外国語 年間３５単位時間

平 成 2 9 年 1 月 3 0 日 第 2 回

小学校の新たな外国語教育におけ
る補助教材の検証及び新教材の開
発に関する検討委員会配布資料
（会議後修正平成2 9年2月1 0日）
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・「話すこと」「書くこと」を中心とした発信力の強化
・スピーチ、プレゼンテーション、ディベート、ディス
カッションなどの言語活動が中心

・聞いたり読んだりして得た情報や考えなどを活用して
アウトプットする統合型の言語活動

・「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」
を総合的に育成（受信・発信のバランス）

・明確な目標（英語を用いて何ができるようになるか）
を達成するための構成・内容

・複数の力を統合させた言語活動が中心
・「英コミュⅠ」は中学校段階での学習の確実な定着
（高等学校への橋渡し）を含む。

高等学校 英語科目 改訂 方向性 考 構成

・生徒の英語力について，「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」全般，特に「話すこと」と「書くこと」の能力が課題
・英語の学習意欲に課題
・言語活動、特に、統合型の言語活動（例：聞いたり読んだりしたことに基づいて話したり書いたりする活動）が十分
ではない

・グローバル時代において、英語学習に関する生徒の多様化への対応が必要

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配慮し
ながら、コミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るとともに、日常的な話題から時事問題や社会問
題まで幅広い話題について、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝え合ったりする能力を養う

外
国
語

現
行
科
目

改
訂
の
方
向
性

コミュニ
ケーショ
ン英語Ⅲ

コミュニ
ケーショ
ン英語Ⅱ

コミュニ
ケーショ
ン英語
基礎

英語
表現Ⅱ

英語
表現Ⅰ

英語
会話

課

題

Ⅰ
↓
Ⅲ
へ
内
容
の
高
度
化

・
話
題
の
多
様
化

コミュニ
ケーション

英語Ⅰ
（必履修）

発信力が弱い

「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合型
(必履修科目を含む)の科目を核とする

発信能力の育成をさらに強化する

生徒が実社会や実生活の中で、自らが課題を発見し、主体的・協働的に探求し、英語で考えや気持ちを互いに
伝え合うことを目的とした学習

英語による思考力・判断力・表現力を高める見直し

育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
等

学習指導要領
に掲げられる
資質・能力を確
実に育成する
ための指標形
式の目標を段
階的に設定

英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ 論理・表現Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

併せて専門教科「英語」の各科目も見直し
⇒ 総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，ディベート＆ディスカッションⅠ・Ⅱ，

エッセー・ライティングⅠ・Ⅱ

16

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学
校、高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて（平成２８年１２月２１日 答申）」概
要参考資料（会議後修正）



英語教育コア・カリキュラムの

検討について
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○ 改革１．国が示す教育目標・内容の改善
①小・中・高等学校の学びを円滑に接続させる、②「英語を使って何ができるようになるか」という観点から一貫
した教育目標を示す
・小学校３・４年生：活動型を開始し、音声に慣れ親しむ
・小学校５・６年生：身近なことについて基本的表現によって４技能を積極的に使える英語力を身に付ける

学習の系統性を持たせるため教科として行うことが求められる
・中学校 ：授業は英語で行うことを基本とし、互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動を重視
・高等学校：授業を英語で行うことを基本とし、言語活動を高度化（幅広い話題について発表、討論、交渉等）

○ 改革２．学校における指導・評価
・英語を使って何ができるようになるかという観点からＣＡＮ-ＤO形式の学習到達目標に基づく指導と学習評価

○ 改革３．高等学校・大学の英語力の評価及び入学者選抜の改善
・入学者選抜における英語力の測定において、４技能のコミュニケーション能力を適切に評価
・４技能を測定する資格・検定試験の活用促進。学校、専門家、資格・試験団体等が参画する協議会を設置し
必要な情報発信、指針づくり（学習指導要領との関係、換算方法、受験料・場所、適正・公正な実施体制等）等

○ 改革４．教科書・教材の改善
・学習指導要領に沿った教科書検定 ・音声や映像を含めたデジタル教科書・教材の検討

○ 改革５ 学校における指導体制の充実
・現職教員の研修（大学・外部専門機関との連携による地域の中心となる「英語教育推進リーダー」等の養成）
・教員養成（カリキュラムの開発・改善、「免許法認定講習」開設支援、等）、英語指導力のある教員採用
・外部人材の活用促進（ＡＬＴ、非常勤講師、特別免許状の活用）

今後の英語教育の改善・充実方策について 報告のポイント（平成26年9月26
日）
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教員の英語力・指導力強化に向けて、教育委員会等と大学等との連携により、事例収集・効果分析、プログラム開発等を通じて

教員養成・採用・研修等の在り方の調査研究を行い、得られた成果の普及・活用促進を図り、今後の英語教育改革を踏まえた教

員の英語力・指導力を向上

（参考） 英語教員の英語力・指導力強化のための調査研究

「今後の英語教育の改善・充実方策について～グローバル化に対応した英語教育改革の５つの提言～」報告（平成２６年９月２６日）（文部科学省

「英語教育の在り方に関する有識者会議」）抜粋

Ⅱ 必要な改革について

改革５．学校における指導体制の充実

（３）改善の方向①小・中・高校に共通する指導体制 ②教員の養成・採用

［小学校「各教科の指導法における
英語」に関する科目のイメージ（例）］

・我が国及び、小学校段階における
外国語教育の現状・意義・課題・教室
英語等の運用

・児童の発達段階に応じた指導、音声
や単語に慣れ親しんだり、日本語と英
語の文構造の違いに気付いたりする
等の指導などを含めた指導計画の
作成（外国語活動や中学校外国
語との接続等を含む）

・教材開発、教科書・教材の効果的な
活用に関する研究 ・語彙、表現の
指導

・児童のALT等とのティーム・ティーチン
グなどの模擬授業、授業観察

・発達段階に応じた４技能の能力を適
切に測ることができる評価方法（「話
すこと」や「書くこと」の能力を測るた
めのパフォーマンステスト等の在り
方を含む）

［教科「英語」に関する科目イメージ（例）］
〇英語学：

英語の音声、単語、文法、言語習得過程等の基礎
についての理解を深めるなどを目的とした科目 ・英
語の音声、語彙、表現、文法及び第二言語習得理
論 等

〇英米文学：
文学作品を読むことにより、文章表現などの英語力
の向上に加え、英語圏の歴史、社会、文化について
も学ぶことなどを目的とした科目
・英語の文章表現、英語圏の歴史・社会・文化 等

〇英語コミュニケーション：
リスニング、スピーキング、リーディング、ライティン
グの４技能の能力を向上させること、コミュニケー
ション教育に関する理解を深めるなどを目的とした
科目

・コミュニケーション能力を育成するための目標設定
の在り方と目標達成のための具体的な手法 ・発表、
討論、交渉などの能力の育成 等

〇異文化理解：
日本文化との比較などにより、英語圏の文化を学ぶ
ことなどを目的とした科目

・英語を日常的に使用している人々を中心とする世界
における日常生活、風俗習慣、地理、歴史、文化、
自然科学 ・異文化の人々とのコミュニケーション、
非言語コミュニケーション 等

［教職に関する科目（各教科の指導法）のイメージ（例）］
・英語で行うことを基本とする授業の意義・現状・課

題
・生徒の英語を用いた言語活動が中心の授業となる

指導計画の作成 （生徒が実際に英語を使用する
機会を増やすための言語活動、身近な話題から社
会課題などをテーマにしたペア・ワークやグルー
プ・ワークの展開方法等を含む）

・教材開発、教科書・教材の効果的な活用に関する
研究

・語彙、表現、文法指導（言語活動を通じた語彙や表
現の習得、コミュニケーションを支えるものとしての
文法の扱い及び言語活動と一体化した文法指導を
含む）

・ALT等とのティーム・ティーチング、時事的な話題や
社会課題などについて討論・交渉などを行う模擬
授業 ・グループによる指導計画案の作成から教材
研究などを行うマイクロ・ティーチング

・４技能の能力を適切に測ることができる評価方法
（筆記テストに加え、特に「話すこと」や「書くこと」の
能力を測るためのパフォーマンステスト等の在り方
を含む）
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コアカリキュラム等の活用・普及

2021年度
（33年度）

2015年度
（27年度）

2016年度
（28年度）

2017年度
（29年度）

2018年度
（30年度）

2019年度
（31年度）

2020年度（32年度）2014年度
（26年度）

20000

0

次期学習指導要領
小学校全面実施（32年度）

グローバル化に対応した英語教育改革実施計画スケジュール（イメージ）
（小学校数）

研究開発学校・教育課程特例校
（現行の教育課程の基準によらない）

国が定める標準授業時数に上乗せして実施する小学校

教科書の作成

小学校
次期学習指導要領を

段階的に先行実施

次期学習指導要領（小学校英語）の先行実施

10000

15000

5000

次期学習指導要領対応

教材の開発・作成

＜小・中・高等学校共通＞

＜小学校体制整備＞

東京オリンピック
パラリンピック

（中・高学年）
次期習指導要領対応教材の配布

（高学年）教科書の配布

※日本人のアイデンティティ
に関する教育の充実も含む
（伝統文化・歴史の重視等）

教科書の検定 教科書の採択

＜中・高等学校体制整備＞

県等が実施する研修を継続

ALT等の配置拡大・指導力向上研修

引き続き指導力向上等の取組を推進

県等が実施する研修を継続

○小学校「英語教育推進リーダー」の養成研修・加配措置
○小学校担任の英語指導力向上研修

※「英語教育推進リーダー」を講師とした研修を受けた中核教員による校内研修（全小学校教員対象）

小学校
学習指導要領改訂

補助教材開発

教科化に向けた「免許法認定講習」等の開発・実施支援

＜小学校英語教材＞

平成28年12月

英語教員の英語力・指導力強化の
ための調査研究

＊コアカリキュラム等の開発・実証、シンポジウム開催等 （新課程の認定） （新課程の実施）

中学校・高等学校における英語教育の抜本的改善のための指導方法等に関する実証研究

（イメージ）

中学校全面実施
（33年度）

中学校
学習指導要領改訂

○中・高等学校「英語教育推進リーダー」養成研修
○中・高等学校英語教員指導力向上研修

※「英語教育推進リーダー」等による域内研修、研修用映像教材の活用等

中学校

次期学習指導要領を段階的に先行実施

高等学校
学習指導要領改訂 高等学校

次期学習指導要領を段階的に先行実施

中学校次期学習指導要領 移行措置

小学校次期学習指導要領 移行措置

小学校におけるカリキュラム・マネジメントの
在り方に関する検討会議

英語教育強化地域拠点の指定等による小・中・高等学校を通じた先進的な取組の促進

新たな補助教材配布・検証 （中学年）補助教材の配布

高校学年進行
（34年度）

20

制度改正等

大学における課程
認定の準備等



１．小・中・高等学校の現職教員を対象とした教員研修プログラムの開発・検証

英語教員の英語力・指導力強化のための調査研究
平成28年度予算額 30,560千円（58,113千円）

①各大学の小学校教員及び中・高等学校外国語の教職課程のプログラムにおけるコアカリキュラム等

の実証 ※その際、大学は教育委員会と連携

②大学等における実際の活用や学会・研究会等へのヒアリングを通じた検証により、プログラムを改善

③大学の教職課程における活用

④活用事例集、映像資料の作成、普及

２．小学校教員及び中・高等学校の英語担当教員の英語力・指導力向上に向けた大学の教職課程に
おけるコアカリキュラム（共通して達成する目標）を含めたモデルプログラムの 開発・検証

【実施方法】 大学等の研究機関、民間調査機関 等に委託して行う。

平成27年度に次期学習指導要領の方向性を踏まえて開発した、小・中・高等学校のコアカリキュラムを含むモデル

プログラム（案）の実証・検証を通じ、更なる開発とともに普及を行う

上記１．２．について広く情報発信を行い、全国の教育委員会、大学関係者等の意見
を反映、さらに成果の普及を図り、教員の英語力・指導力を向上

①教育委員会、大学、学校等の連携によるモデルプログラムを活用した研修実施の実証

②実際の活用や学会等へのヒアリングを通じた検証により、プログラムを改善

③「初任者研修」、「5年経験者研修」、「10年経験者研修」などの研修、「免許状更新講習」や「免許法

認定講習」への活用

④活用事例集、映像資料の作成、普及
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英語教員の英語力・指導力強化のための調査研究 スケジュール・イメージ

平成27年
7月～10月

平成27年
11月～3月

平成28年4月～

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

・有識者との会談、大学への実地調査（①③）
・学会との協力
（小学校英語教育学会 日本児童英語教育学会、
大学英語教育学会、全国英語教育学会 など）

聞き取り調査
（①②③）

結果分析
（①②③）

調査実施
・小学校関係：約230大学を対象（①
・中・高関係：約400大学を対象（②）
・約1800の教育委員会を対象（③）

【調査研究内容】
１．小学校教員、中・高等学校英語担当教員の英語力・指導力向上に向け、コアカリ

キュラムを含めたプログラムの開発・検証
２．小・中・高等学校の現職教員を対象とした教員研修プログラムの開発・検証

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

開発したコアカリキュラムを含めたモデルプログラムの実
証・改善・普及

モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
（案
）の
周
知
、
活
用
例
紹
介
等
、

調
査
研
究
内
容
に
関
す
る
情
報
提
供

＜２．関係＞

○「初任者研修」、「5年経験者研修」、「10年経験者研修」などの研修

や「免許状更新講習」、「免許法認定講習」等への活用・実証

＜１．関係＞

○各大学の教職課程で行われている小学校教員及び中・高等

学校外国語教員の教職課程プログラムへの活用・実証

＜１．２．共通＞

○教育委員会、大学、学校等の連携による実証

○学会・研究会等からのヒアリングによる検証

○活用事例集、映像資料を作成、普及

実証結果や学会等へのヒアリングを通じ、

モデルプログラムを改善・策定

改
善
後
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

公
表
、
活
用
事
例
の
普
及

コアカリキュラムを含めたモデ
ルプログラムの開発

(2/27)

(3/20)
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「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」※英語関係部分抜粋
（平成27年1２月２１日 中央教育審議会配付資料）

４．改革の具体的な方向性
（４）新たな教育課題に対応した教員研修・養成
・ 英語教育の充実のため、次期学習指導要領改訂の検討状況も踏ま

えつつ、国は外部専門機関等との連携により、各地域の指導者となる
「英語教育推進リーダー」の養成を推進する必要がある。各地域では、
リーダー等が教育委員会と大学等が連携して実施する研修の企画・運
営への参画、学校内外の研修講師、公開授業の実施や、地域の英語
担当教員に対する指導・助言を行う等の役割を担い、小・中・高校の一
貫した英語教育や、小学校の英語教育の専門性向上等を推進すること
が期待される。具体的には、「英語教育推進リーダー」と英語教育担当
指導主事等が中心となって、小・中・高校の連携による研修の実施や、
各学校を訪問し、小・中・高校の接続を意識した指導計画の作成や「～
することができる」という形で表したCAN-DO形式での学習到達目標を
活用した授業改善などについて指導・助言を行うことなどが期待される。

また、このような地域のリーダーの活動が可能となるような体制整備

が必要である。さらに、小学校教員が教科化に向けた専科指導や小・
中・高校の一貫した学びの接続に留意した指導に当たることが可能とな
るよう必要な研修を充実するとともに、「免許法認定講習」の開設支援
等による小学校免許状と中学校英語免許状の併有を促進する必要が
ある。

(略)

・英語教育については、小学校における英語の教科化への対応や中
学・高等学校の「話す」「書く」の指導力の向上を図るため、大学、教育
委員会等が参画して養成・研修に必要なコアカリキュラム開発を行い、
課程認定の際の審査や各大学による教職課程の改善・充実の取組に
活用できるようにする。また、小学校中学年の外国語活動導入と高学
年の英語の教科化に向け、音声学を含む英語学など専門性を高める
教科の科目とともに教職に関する科目を教職課程に位置付けるための
検討を進めるべきである。

（４）教員養成に関する改革の具体的な方向性

○ 特に、国立の教員養成を目的とする大学・学部は、地域のニーズを踏まえ
つつ、４（１）③の新たな教育課題や以下に求められる課題に対応した取組を
率先して実施することにより、国立大学に置かれる意義・目的を明確にすると
ともに、他大学・学部におけるモデルを提示して、その取組を普及・啓発するこ
とが重要である。具体的には、「第３期中期目標期間における国立大学法人
運営費交付金の在り方に関する検討会」の審議のまとめにおいて重点配分の
評価指標の例として示された「人材育成や地域課題を解決する取組などを通
じて地域に貢献する取組」の評価指標例の一つとして「地域教育（初等中等教
育、職業教育、生涯学習等）への貢献状況」が取り上げられているが、このよ
うな取組として、アクティブ・ラーニングの充実、ICTの利活用、道徳教育、外国

語教育、特別支援教育の充実などの初等中等教育における新たな教育課題
に対応するための教員養成や教員研修の支援などの取組が考えられること
から、各大学においては積極的にこれらの取組を進めていくことが求められる。
また、教員養成学部を有する私立大学等についても、前述の教員育成協議会
（仮称）に参画するなど、地域の教育委員会と連携の下、新たな課題等に対応
した教員養成・研修を一体的に行うことを検討する必要がある。

（５）教員免許制度に関する改革の具体的な方向性

①中学校及び高等学校の教員免許状所有者による小学校での活動範囲の拡
大

○ 本年６月に学校教育法等の一部を改正する法律が制定され、義務教育学
校が平成２８年４月より導入されることが予定されており、これを契機として、
全国的に小中一貫教育の取組が一層進むことが予想される。また、小学校に
おける外国語教育の更なる充実などが検討される中、教科に関する高い専門
性を持つ中学校等の教員を小学校として活用しやすくするため、教科等に加
え学級担任も可能にするよう制度改正を行うことが必要である。

○ なお、相当免許状主義は堅持しつつ、本措置により中学校等の教員を小
学校又は義務教育学校の前期課程の教員として配置する場合には、任命権
者等は小学校における組織、教育内容、学級運営等に関しあらかじめ研修を
行うよう法令上措置すべきである。
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各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 二種 各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 二種

教職の意義及び教員の役割

教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障
害のある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

教育課程の意義及び編成の方法

各教科の指導法
（一種：２単位×９教科、二種：２単位×６教科）

道徳の指導法（一種：２単位、二種：１単位）

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含
む。）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

進路指導の理論及び方法

5 5 5

2 2 2

34 10 2 26 2 2

83 59 37 83 59 37

■の事項は備考において単位数を設定

30 16

教育の基礎的理解
に関する科目

10 10 6

30

イ　教科に関する専門的事項※「外国語」を追加。
ロ　■各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）（各教科それぞれ１単位以上修得）
※「外国語の指導法」を追加。

イ　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
ロ　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校への対応を含む。）
ハ　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
ニ　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
ホ　■特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解（１単位以上修得）
ヘ　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

教科に関する科目
※国語（書写を含む。）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体
育のうち一以上について修得すること

8 8 4
教科及び教科の指
導法に関する科目

教育課程及び
指導法に関す
る科目

2

6

22

イ　■教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）
を２単位まで含むことができる。）（５単位）
ロ　■教職実践演習（２単位）

10

教科又は教職に関する科目

14

教育実習

教職実践演習

※「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な
学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」においては、アクティブ・ラーニ
ングの視点等を取り入れること。

教育の基礎理
論に関する科
目

4

7

6

22

教育実践に関する科
目

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目

4

【小学校】

現　　行 見　直　し　の　イ　メ　ー　ジ

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義等
に関する科目

10

44

22

※「教科に関する科目」、「教職に関する科目」、「教科又は教職に関する科目」の３区分は廃止し、
総単位数以外は全て省令において規定。

※教育実習に学校インターンシップを含む場合には、当該学校種の教育実習の機会を提供するた
め、他の学校種の免許状取得における教育実習の単位流用を認めない場合も考えられる。

7

イ　■道徳の理論及び指導法（一種：２単位、二種：１単
位）
ロ　総合的な学習の時間の指導法
ハ　特別活動の指導法
ニ　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）
ホ　生徒指導の理論及び方法
ヘ　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法
ト　進路指導（キャリア教育に関する基礎的な事項を含
む。）の理論及び方法

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法
及び生徒指導、教育
相談等に関する科目

大学が独自に設定する科目

6

7
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各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 二種 各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 二種

教職の意義及び教員の役割

教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障
害のある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

教育課程の意義及び編成の方法

各教科の指導法

道徳の指導法（一種：２単位、二種：１単位）

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含
む。）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

進路指導の理論及び方法

5 5 5

2 2 2

32 8 4 28 4 4

83 59 35 83 59 35

教科に関する科目 20 20 10
教科及び教科の指
導法に関する科目

4 44

教育の基礎理
論に関する科
目

6

10 10 6
教育の基礎的理解
に関する科目

28 28 12

イ　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
ロ　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校への対応を含む。）
ハ　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
ニ　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
ホ　■特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解（１単位以上修得）
ヘ　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

イ　教科に関する専門的事項
ロ　■各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）（一定の単位数以上修得すること）

2 2 2

6 4

■の事項は備考において単位数を設定

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目

10

7 7

イ　■道徳の理論及び指導法（一種：２単位、二種：１単
位）
ロ　総合的な学習の時間の指導法
ハ　特別活動の指導法
ニ　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）
ホ　生徒指導の理論及び方法
ヘ　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法
ト　進路指導（キャリア教育に関する基礎的な事項を含
む。）の理論及び方法

【中学校】

現　　行 見　直　し　の　イ　メ　ー　ジ

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義等
に関する科目

教育実習

教職実践演習

教科又は教職に関する科目 大学が独自に設定する科目

12 4
教育課程及び
指導法に関す
る科目

12

イ　■教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）
を２単位まで含むことができる。）（５単位）
ロ　■教職実践演習（２単位）

※「教科に関する科目」、「教職に関する科目」、「教科又は教職に関する科目」の３区分は廃止し、
総単位数以外は全て省令において規定。

※「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な
学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」においては、アクティブ・ラーニ
ングの視点等を取り入れること。

※教育実習に学校インターンシップを含む場合には、当該学校種の教育実習の機会を提供するた
め、他の学校種の免許状取得における教育実習の単位流用を認めない場合も考えられる。

6

教育実践に関する科
目

10

7

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法
及び生徒指導、教育
相談等に関する科目
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各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 各科目に含めることが必要な事項 専修 一種

教職の意義及び教員の役割

教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障
害のある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

教育課程の意義及び編成の方法

各教科の指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含
む。）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

進路指導の理論及び方法

3 3

2 2

40 16 36 12

83 59 83 59

【高等学校】

■の事項は備考において単位数を設定

24

8 8

教科に関する科目 20

6

10

現　　行 見　直　し　の　イ　メ　ー　ジ

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義等
に関する科目

2

イ　■教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）
を１単位まで含むことができる。）（３単位）
ロ　■教職実践演習（２単位）

2
イ　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
ロ　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校への対応を含む。）
ハ　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
ニ　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
ホ　■特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解（１単位以上修得）
ヘ　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

教育の基礎理
論に関する科
目

24

6

10

20
教科及び教科の指
導法に関する科目

イ　教科に関する専門的事項
ロ　■各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）（一定の単位数以上修得すること）

4 4

教育の基礎的理解
に関する科目

※「教科に関する科目」、「教職に関する科目」、「教科又は教職に関する科目」の３区分は廃止
し、総単位数以外は全て省令において規定。

※教育実習に学校インターンシップを含む場合には、当該学校種の教育実習の機会を提供する
ため、他の学校種の免許状取得における教育実習の単位流用を認めない場合も考えられる。

5

イ　総合的な学習の時間の指導法
ロ　特別活動の指導法
ハ　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）
ニ　生徒指導の理論及び方法
ホ　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法
ヘ　進路指導（キャリア教育に関する基礎的な事項を含
む。）の理論及び方法

教育実習

教職実践演習

※「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」においては、アクティブ・ラー
ニングの視点等を取り入れること。

教育課程及び
指導法に関す
る科目

教科又は教職に関する科目 大学が独自に設定する科目

教育実践に関する科
目

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法
及び生徒指導、教育
相談等に関する科目

5

6 6

26



これからの学校教育を担う
教員の資質能力の向上について

文部科学省

初等中等教育局教職員課長

佐藤 光次郎

平成２９年３月２０日



教育公務員特例法等の一部を改正する法律について（改正のポイント）

１．教育公務員特例法の一部改正関係

校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針 【第二十二条の二】

文部科学大臣は、公立の小学校等の校長及び教員の計画的かつ効果的な資質の向上を図るため、校長及び教員として
の資質の向上に関する指標の策定に関する指針（以下「指針」という。）を定めるものとする。
指針においては、次に掲げる事項を定めるものとする。
一 公立の小学校等の校長および教員の資質の向上に関する基本的な事項
二 指標の内容に関する事項
三 その他公立の小学校等の校長および教員の資質の向上を図るに際し配慮すべき事項

校長及び教員としての資質の向上に関する指標 【第二十二条の三】

公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、指針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該校長及び教員の職責、経験
及び適性に応じて向上を図るべき校長及び教員としての資質に関する指標（以下「指標」という。）を定めるものとする。
指標を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ協議会において協議するものとする。

教員研修計画 【第二十二条の四】

公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、指標を踏まえ、当該校長及び教員の研修について、毎年度、体系的かつ
効果的に実施するための計画（以下「教員研修計画」という。）を定めるものとする。
教員研修計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。
一 任命権者が実施する初任者研修、中堅教諭等資質向上研修その他の研修（以下「任命権者実施研修」という）に関する

基本的な方針
二 任命権者実施研修の体系に関する事項
三 任命権者実施研修の時期、方法及び施設に関する事項
四 研修を奨励するための方途に関する事項
五 上記に掲げるもののほか、研修の実施に関し必要な事項として文部科学省令で定める事項

新設

新設

新設

（１） 校長及び教員としての資質の向上に関する指標の全国的整備

1



協議会 【第二十二条の五】

公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、指標の策定に関する協議並びに当該指標に基づく当該校長及び教員の
資質の向上に関して必要な事項についての協議を行うための協議会（以下「協議会」という。）を組織するものとするとともに、
協議会は、指標を策定する任命権者及び公立の小学校等の校長及び教員の資質の向上に関係する大学等をもって構成
するものとする。
協議会において協議が調った事項については、協議会の構成員は、その協議の結果を尊重しなければならないものとする。

新設

資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標

教
員
研
修
計
画

指
標
を
踏
ま
え
策
定

文部科学大臣

指針

協議会

大学等

任命権者たる
教育委員会等

協議を経て

策定

設置

策
定

参酌

協議

独立行政法人教職員支援機構

調査研究業務及びその成果の普及
指標の策定に関する専門的な助言

新たなスキーム
（イメージ）

2



条 旧 新

第２４条 （十年経験者研修）

公立の小学校等の教諭等の任命権者は、当
該教諭等に対して、その在職期間が十年に
達した後相当の期間内に、個々の能力、適性
等に応じて、教諭等としての資質の向上を図
るために必要な事項に関する研修（十年経験
者研修）を実施しなければならない。

（中堅教諭等資質向上研修）

公立の小学校等の教諭等の任命権者は、当該教諭等に対して、
個々の能力、適性等に応じて、公立の小学校等における教育に関し
相当の経験を有し、その教育活動その他の学校運営の円滑かつ効
果的な実施において中核的な役割を果たすことが期待される中堅教
諭等としての職務を遂行する上で必要とされる資質の向上を図るた
めに必要な事項に関する研修（中堅教諭等資質向上研修）を実施し
なければならない。

教育公務員特例法等の一部を改正する法律について（改正のポイント）

（２） 十年経験者研修の見直し 【第二十四条】

3



条 旧 新

第４条

特別免許状
の種類

小学校教諭、中学校教諭及び高等学校教諭の特
別免許状は、次に掲げる教科又は事項について
授与するものとする。

一 小学校教諭にあつては、国語、社会、算数、
理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体育

小学校教諭、中学校教諭及び高等学校教諭の特別
免許状は、次に掲げる教科又は事項について授与
するものとする。

一 小学校教諭にあつては、国語、社会、算数、理
科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育及び外国語
（英語、ドイツ語、 フランス語その他の各外国語に
分ける。）

〔別表第一〕

免許状取得に
必要な科目
区分と単位数

（中学校教諭一種免許状の場合）

教科に関する科目 ２０
教職に関する科目 ３１
教科又は教職に関する科目 ８

（中学校教諭一種免許状の場合）

教科及び教職に関する科目 ５９

〔新設〕

教員研修
センターへの
事務移管

－

文部科学大臣は、独立行政法人教職員支援機構に、
①免許状更新講習の認定
②教員資格認定試験の実施
③免許法認定講習等の認定

に関する事務を行わせるものとする。

２．教育職員免許法の一部改正関係

【参考】
教科に関する科目・・・大学レベルの学問的・専門的内容
教職に関する科目・・・児童生徒への指導法等

【第四条、第九条の三、別表第一～別表第四】

教育公務員特例法等の一部を改正する法律について（改正のポイント）
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教科及び教職に関する科目
・
・
・

教職課程に係る科目区分の大括り化（教育職員免許法関係）

教職課程において、より実践的指導力のある教員を養成するため以下の改正を行う

１．科目区分の大括り化（法律事項）
現在、「教科に関する科目（大学レベルの学問的・専門的内容）」と「教職に関する科目（児童生徒への指導法

等）」等に分かれている科目区分を、教科の専門的内容と指導法を一体的に学ぶことを可能とする「教科及び教
職に関する科目」に大括り化する。

教科に関する科目の内容例
・物理学 ・化学
・生物学 ・地学

教職に関する科目の内容例
・学習指導要領における理科の目標と内容
・板書計画や指導案の作成 ・模擬授業

教職課程に新たに加える内容の例
・アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善
・ICTを用いた指導法 ・道徳教育の充実 ・外国語教育の充実
・特別支援教育の充実 ・チーム学校への対応
・学校と地域との連携、学校安全への対応
・総合的な学習の時間の指導法 ・キャリア教育 等

２．履修内容の充実（省令事項※）
学習指導要領の改訂等を踏まえ、現在の学校現場で必要とされる知識や資質を養成課程において履修できる

よう、教職課程に以下の項目を追加することとする。
※教職課程の大くくり化により、これまで以上に機動的かつ弾力的に、新たな教育課題に対応できる
教職課程の改善を弾力的に図ることが可能となる。

※上記の他、「教科又は教職に関する科目」の区分もある

5



４．施行期日

平成29年４月１日（ただし、２．については平成31年４月１日（一部については公布日もしくは平成30年４月１日）、３．の一部に
ついては平成30年４月１日又は平成31年４月１日）

条 旧 新

第２条 （名称）

この法律に規定する独立行政法人の名称は、
独立行政法人教員研修センターとする。

（名称）

この法律に規定する独立行政法人の名称は、独立行政法人教職員支
援機構とする。

第３条 （センターの目的）

独立行政法人教員研修センターは、校長、
教員その他の学校教育関係職員に対する研
修等を行うことにより、その資質の向上を図
ることを目的とする。

（機構の目的）

独立行政法人教職員支援機構は、校長、教員その他の学校教育関係
職員に対し、研修の実施、職務を行うに当たり必要な資質に関する調
査研究及びその成果の普及その他の支援を行うことにより、これらの
者の資質の向上を図ることを目的とする。

第10
条

（業務の範囲）

センターは、第三条の目的を達成するため、
次の業務を行う。

一 校長、教員その他の学校教育関係職員
に対する研修を行うこと。

二 学校教育関係職員に対する研修に関し、
指導、助言及び援助を行うこと。
三 前二号の業務に附帯する業務を行うこと。

（業務の範囲）
機構は、第三条の目的を達成するため、次の業務を行う。
一 校長、教員その他の学校教育関係職員に対する研修を行うこと。

二 校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する
専門的な助言を行うこと。

三 学校教育関係職員に対する研修に関し、指導、助言及び援助を行
うこと。

四 学校教育関係職員としての職務を行うに当たり必要な資質に関す
る調査研究及びその成果の普及を行うこと。

五 教育職員免許法の規定による教員免許更新講習及び教育職員免
許法認定講習に関する事務を行うこと。

六 教育職員免許法に規定する教員資格認定試験（文部科学大臣が
行うものに限る）の実施に関する事務を行うこと。
七 前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

３．独立行政法人教員研修センター法の一部改正関係

教育公務員特例法等の一部を改正する法律について（改正のポイント）
【第二条、第三条、第十条】

6



教職課程コアカリキュラムについて
「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、高め合う教員育成コミュニ
ティの構築に向けて～ （答申）」（平成27年12月21日） ※関係部分抜粋

４．改革の具体的方向性
（３）教員養成に関する改革の具体的な方向性
①教職課程における科目の大くくり化及び教科と教職の統合

大学の創意工夫により質の高い教職課程を編成することができるようにするため，教職課程において修得することが必要とされている科目
の大くくり化を行う必要がある。

特に，「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の中の「教科の指導法」については，学校種ごとの教職課程の特性を踏まえつつも，大
学によっては，例えば，両者を統合する科目や教科の内容及び構成に関する科目を設定するなど意欲的な取組が実施可能となるようにし
ていくことが重要であり，「教科に関する科目」と「教職に関する科目」等の科目区分を撤廃するのが望ましい。
その上で，現下の教育課題に対応するため，（４）において挙げる事項について，教職課程において取り扱うことを明示すべきである。

これらを踏まえた教職課程の見直しのイメージは別紙のとおりである。今後，本答申を踏まえ，関係法令及び後述の教職課程の編成に当た
り参考とする指針（教職課程コアカリキュラム）の整備のための検討を進める必要がある。
（略）

（４）新たな教育課題に対応した教員研修・養成

・英語教育については，小学校における英語の教科化への対応や中学・高等学校の「話す」，「書く」についての指導力の向上を図るため，
大学，教育委員会等が参画して養成・研修に必要なコアカリキュラム開発を行い，課程認定の際の審査や大学による教職課程の改善・充
実の取組に活用できるようにする。また，小学校中学年の外国語活動導入と高学年の英語の教科化に向け，音声学を含む英語学等専門
性を高める教科に関する科目とともに，英語等についての教職に関する科目を教職課程に位置付けるための検討を進めるべきである。

本答申 踏 大学 教職課程 編成 当 参考 指針 教職課程
及 英語教育 関 養成 必要 検討中

教職課程 平成 年 月頃 策定予定

※「教職課程コアカリキュラム」の策定範囲は、現行の「教職に関する科目」の各科目区分が中心となる見込みである。
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教職課程コアカリキュラムの検討について
教職課程 共通的 身 付 最低限 学修内容 検討

教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会（方針検討全体調整）

平成２９年６月頃とりまとめ予定

委員
◎横須賀 薫（十文字学園女子大学長）
・牛渡 淳（仙台白百合女子大学長）
・高岡 信也（教員研修センター理事長）
・出口 利定（東京学芸大学長）
・渡邊 直美（川崎市教育長）

オブザーバー
・小原 芳明（玉川大学長） ・無藤 隆（白梅学園大学子ども学研究科長）

○渋谷 治美（放送大学特任教授）
・坂越 正樹（広島大学大学院教育学研究科教授）
・杉野 剛（国立教育政策研究所所長）
・高野 敬三（明海大学副学長）
・見上 一幸（宮城教育大学長）

＜検討の経過＞

第１回会議（平成２８年８月１９日）

１．教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会の運営

について

２．先行事例のヒアリングについて

３．教職課程で最低限修得すべき資質能力について

第２回会議（平成２８年９月７日）

１．先行事例のヒアリング

２．教職課程コアカリキュラムの検討の在り方について

第３回会議（平成２８年１２月１２日）

１．教職課程の目標設定に関するワーキンググループの設置

について

２．教職課程コアカリキュラムの検討の在り方について

３．教職課程コアカリキュラムの活用方策について

＜検討項目＞
 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校への対応を含む。）
 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）
 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解
 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）
 各教科の指導法（学校種共通部分）

第一WG

＜検討項目＞
 道徳の理論及び指導法
 総合的な学習の時間の指導法
 特別活動の指導法
 教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）
 幼児理解・生徒指導の理論及び方法
 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法
 進路指導（キャリア教育に関する基礎的な事項を含む。）の理論及び方法
 教育実習（学校インターン）、教職実践演習

第二WG
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【教職課程の教育内容のうち、コアカリキュラムとして定める割合について】
（参考）先行事例のコアカリキュラムで割合を定めているものは、教育内容の３分の２から７割を共

通内容、残り３分の１から３割を各大学が独自性等を発揮して行う教育内容としている。
一方、割合を明示していない例もある。

全国の教職課程で共通的に修得する教育内容

大学の自主性や独自性
を発揮する教育内容

地域や採用者のニーズ
に対応した教育内容

教
職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
範
囲

大
学
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
採
用
者
の
求
め
る
教
師
像
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各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 二種 各科目に含めることが必要な事項 専修 一種 二種

教職の意義及び教員の役割

教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障
害のある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

教育課程の意義及び編成の方法

各教科の指導法
（一種：２単位×９教科、二種：２単位×６教科）

道徳の指導法（一種：２単位、二種：１単位）

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含
む。）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

進路指導の理論及び方法

5 5 5

2 2 2

34 10 2 26 2 2

83 59 37 83 59 37

■の事項は備考において単位数を設定

30 16

教育の基礎的理解
に関する科目

10 10 6

30

イ　教科に関する専門的事項※「外国語」を追加。
ロ　■各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）（各教科それぞれ１単位以上修得）
※「外国語の指導法」を追加。

イ　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
ロ　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校への対応を含む。）
ハ　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
ニ　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
ホ　■特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解（１単位以上修得）
ヘ　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

教科に関する科目
※国語（書写を含む。）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体
育のうち一以上について修得すること

8 8 4
教科及び教科の指
導法に関する科目

教育課程及び
指導法に関す
る科目

2

6

22

イ　■教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）
を２単位まで含むことができる。）（５単位）
ロ　■教職実践演習（２単位）

10

教科又は教職に関する科目

14

教育実習

教職実践演習

※「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な
学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」においては、アクティブ・ラーニ
ングの視点等を取り入れること。

教育の基礎理
論に関する科
目

4

7

6

22

教育実践に関する科
目

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目

4

【小学校】

現　　行 見　直　し　の　イ　メ　ー　ジ

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義等
に関する科目

10

44

22

※「教科に関する科目」、「教職に関する科目」、「教科又は教職に関する科目」の３区分は廃止し、
総単位数以外は全て省令において規定。

※教育実習に学校インターンシップ（２単位）を含む場合には、他の学校種の免許状取得における
教育実習の単位流用（２単位）を認めない。

7

イ　■道徳の理論及び指導法（一種：２単位、二種：１単
位）
ロ　総合的な学習の時間の指導法
ハ　特別活動の指導法
ニ　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）
ホ　生徒指導の理論及び方法
ヘ　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法
ト　進路指導（キャリア教育に関する基礎的な事項を含
む。）の理論及び方法

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法
及び生徒指導、教育
相談等に関する科目

大学が独自に設定する科目

6

7

※「教職課程コアカリキュラム」を定める予定の範囲
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教育職員免許法改正に伴う再課程認定・指定について（概要）

中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学
び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」（平成２７年１２月２１日）にお
いて、教員養成に関する改革の具体的な方向性についての提言がなされた。

本提言を踏まえ、昨年11月、教育職員免許法が改正され、今後、教育職員免許法施行
規則の改正を予定しているところである。

免許法及び施行規則の改正に伴い、平成31年4月1日より新教職課程が開始することと
なるため、平成30年4月1日までに認定・指定を受けた教職課程については、改めて平成
30年度中に認定・指定を受ける必要がある。

区分 大学等数
課程認定を受け
ている大学等数

認定課程数
全体に占める

割合

大学 ７５２校 ６０６校 約１２，５００課程 ８０．６％

大学院 ６２７校 ４３４校 約１０，０００課程 ６９．２％

大学専攻科 ７３校 ４４校 約２１０課程 ６０．３％

短期大学 ３４９校 ２４１校 約４４０課程 ６９．１％

短期大学専攻科 １１８校 ２０校 約３０課程 １６．９％

指定教員養成機関 － ４１校 約６０課程 －

（参考）課程認定大学等数（平成２７年５月１日現在）
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再課程認定審査の基本方針
＜シラバス＞
 審査対象全ての科目について「各科目に含めることが必要な事項」の内容が含まれているかを中心に審査を

行う。
 現行の「教育課程及び指導法に関する科目」に区分される科目は改訂後の各学習指導要領等に掲げる事項に

即し、包括的な内容を含むものでなければならない。

＜担当教員＞
 審査対象教員が講義内容及び担当区分の「各科目に含めることが必要な事項」に関する業績を有しているか

を中心に審査を行う。
 「総合的な学習の時間の指導法」の業績審査については、平成３０年度審査（再課程認定及び通常の課程認

定申請）において担当教員が当該科目に関する活字業績を有していない場合、
①「総合的な学習の時間の指導法」に関する１０年以上前の活字業績
②「各教科の指導法」「道徳教育の指導法」「特別活動の指導法」のいずれかに関する活字業績
のいずれかを有している者をもって充てることも可能とする。ただし、これらの者について認定された場合
は速やかに当該業績を積むように努めること。（平成３４年度末に事後調査を実施する予定。）

 「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」の平成３０年度審査（再課程認定及び通常の
課程認定申請）における業績審査の方針については検討中。

＜科目の開設＞
 科目の共通開設については、現行の教職課程認定基準４－８及び４－９の基準を引き続き適用する方向で検

討中。
 幼稚園の教職課程については、答申における教職課程の見直しイメージを踏まえ、「教科に関する科目」を

「領域に関する専門的事項」へ変更する見込みであるが、当面、小学校の「教科に関する専門的事項」での
開設も可能とする方向で検討中。

 「教科及び教科の指導法に関する科目」区分の科目開設にあたっては、従来の「教科に関する科目」と「各
教科の指導法」の内容を融合させた科目の開設が可能となるよう検討中。
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再課程認定スケジュール（平成２９年２月現在）

２８年度

•教職課程コアカリキュラムの検討【８月中旬～】

•再課程認定の方針及びスケジュールの検討

•学習指導要領の改訂

２９年度

•教育職員免許法施行規則の改正【５月頃】

•教職課程コアカリキュラムの策定【６月頃】

•教職課程認定基準等の改正【７月頃】

•再課程認定説明会（８回：北海道，東北，東京，関東，中部，近畿，中四国，九州）【７～８月頃】

•事前相談【１０月下旬～平成３０年２月】→申請書提出【平成３０年３月中下旬】

３０年度

•事務局による申請書の確認【４月～８月】→中教審への諮問【８月下旬】

•課程認定委員会審査【９月～１２月】→大臣への答申【平成３１年１月】→認定通知【平成３１年２月】

３１年度～

•新課程の開始【４月～】

•（平成３４年度末に「総合的な学習の時間」の担当教員の教育研究業績の事後調査）
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